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仙
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佐
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吉
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の
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詞
書
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つ
い
て

―

三
　
浦
　
敬
　
任

は
じ
め
に

　

日
本
に
残
る
「
住
吉
神
」
を
表
す
美
術
作
例
は
数
知
れ
ず
、
近
年
で
は
大
阪

市
立
美
術
館
の
特
別
展
「
住
吉
さ
ん
」
展
に
、
住
吉
社
に
纏
わ
る
作
品
が
数
多

く
出
展
さ
れ
た（

（
（

。
住
吉
社
を
描
く
絵
画
の
中
で
も
、
鎌
倉
時
代
に
遡
る
古
い
作

例
と
し
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
（
以
下
、
佐
竹
本
）

の
住
吉
大
明
神
断
簡
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
以
下
住
吉
断
簡
）
が
知
ら
れ
て

い
る（

（
（

。
昨
年
秋
、
京
都
国
立
博
物
館
で
催
さ
れ
た
「
流
転
一
〇
〇
年　

佐
竹
本

三
十
六
歌
仙
絵
と
王
朝
の
美
」
展
に
お
け
る
展
示
が
記
憶
に
新
し
い（

（
（

。

　

佐
竹
本
は
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
益
田
鈍
翁
の
趣
向
に
よ
っ
て
装
い
を

一
新
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
上
下
二
巻
の
絵
巻
形
式
で
伝
来
す
る
も
の
だ
っ
た
。

も
と
の
絵
巻
は
、上
巻
に
柿
本
人
麿
を
筆
頭
に
十
八
人
の
歌
人
の
伝
記
と
和
歌
、

そ
し
て
姿
形
を
羅
列
し
、
下
巻
の
冒
頭
に
は
住
吉
社
景
を
配
し
、
紀
貫
之
以
降

の
十
八
名
の
歌
人
を
連
ね
た
、
と
伝
わ
る（

（
（

。
こ
の
三
十
六
名
の
歌
仙
は
、
藤
原

公
任
が
編
ん
だ
秀
歌
撰
『
三
十
六
人
撰
（
（
（

』
に
基
づ
い
て
お
り
、
佐
竹
本
に
お
け

る
住
吉
神
は
付
け
加
え
ら
れ
た
歌
仙
と
言
え
る
。

　

佐
竹
本
に
住
吉
社
景
が
添
え
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
先

行
研
究
が
あ
る
。
森
暢
氏
は
、
住
吉
断
簡
は
佐
竹
本
と
い
う
架
空
の
歌
合
に
お

い
て
、「
歌
神
」
住
吉
に
加
護
を
祈
る
た
め
に
描
か
れ
た
と
す
る（

（
（

。
伊
藤
敏
子

氏
と
土
屋
貴
裕
氏
は
、
中
世
以
降
和
歌
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
玉
津
島
神
を

表
し
た
図
が
、佐
竹
本
上
巻
冒
頭
に
も
添
え
ら
れ
、住
吉
大
明
神
図
と
対
に
な
っ

て
い
た
と
想
定
す
る（

（
（

。
い
ず
れ
も
、「
歌
神
」
と
し
て
の
住
吉
神
信
仰
が
歌
仙

絵
に
反
映
さ
れ
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
研
究

は
、
当
時
の
和
歌
文
化
圏
の
状
況
を
判
断
材
料
に
す
る
論
考
で
あ
り
、
住
吉
断

簡
に
表
現
さ
れ
た
詞
書
や
モ
チ
ー
フ
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
考
証
の
余
地
が
残

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
ま
ず
、
住
吉
断
簡

の
表
現
と
図
様
の
考
察
を
行
う
。
ま
た
、
佐
竹
本
の
な
か
で
は
比
較
的
詳
し
く
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記
さ
れ
る
詞
書
の
読
解
を
行
い
た
い
。
次
に
、
こ
れ
ら
の
作
業
よ
り
生
じ
た
課

題
の
解
決
を
試
み
た
い
。

（
一
）�
住
吉
大
明
神
断
簡
の
社
景
図
に
つ
い
て

　
　
　

一
、
作
品
の
表
現

　

本
章
で
は
、
住
吉
断
簡
の
表
現
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
佐
竹
本
三
十
六

歌
仙
絵
の
歌
仙
像
や
詞
書
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
論
じ
ら
れ
て
き

た
（
（
（

。
主
な
論
点
は
、
彫
塗
や
「
つ
く
り
絵
」
な
ど
歌
人
を
形
作
る
作
画
技
法
お

よ
び
歌
仙
毎
の
画
風
、
歌
人
面
貌
に
お
け
る
似
絵
風
の
描
写
、
後
京
極
流
と
伝

来
す
る
詞
書
の
筆
跡
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
論
考
に
お
い
て
、
制
作
年
代

は
十
三
世
紀
第
二
四
半
世
紀
か
ら
末
期
ま
で
と
や
や
広
く
推
定
さ
れ
て
い
る
。

近
年
、
笠
嶋
忠
幸
氏
に
よ
り
詞
書
の
筆
致
が
神
宮
徴
古
館
蔵
「
伊
勢
新
名
所
絵

歌
合
」
の
そ
れ
と
似
通
う
と
い
う
見
解
が
提
示
さ
れ
、
成
立
が
永
仁
年
間
（
一

二
九
三
～
一
二
九
九
）
に
ま
で
下
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た（

（
（

。

　

住
吉
断
簡
の
表
現
に
つ
い
て
、
土
屋
貴
裕
氏
に
よ
れ
ば
「
本
図
の
松
や
芦
な

ど
の
枯
淡
な
描
写
は
、
十
三
世
紀
前
半
作
品
と
い
う
よ
り
は
十
三
世
紀
後
半
の

絵
巻
作
品
と
通
ず
る
点
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
さ
れ
る（

（1
（

。
本
章
で
は
佐

竹
本
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
様
式
的
分
析
の
再
検
証
を
行
い
、
住
吉
断
簡
の
モ

チ
ー
フ
の
表
現
な
ど
に
私
見
を
付
け
加
え
て
い
く
。

　

で
は
早
速
、
住
吉
断
簡
を
見
て
い
こ
う
［
図
1
―

1
］。
本
図
は
二
枚
の
紙
が

継
が
れ
、横
長
の
画
面
を
作
り
、

向
か
っ
て
右
側
に
詞
書
、
左
に

住
吉
社
景
図
を
配
す
。
詞
書
料

紙
の
向
か
っ
て
左
端
に
四
本
ほ

ど
折
れ
の
よ
う
な
線
が
入
る
も

の
の
、
線
は
紙
継
で
途
切
れ
て

お
り
絵
画
料
紙
に
は
別
の
線
が

入
る
。
当
初
は
ど
ち
ら
か
の
料

紙
が
も
う
少
し
横
広
で
あ
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。
料
紙
が
所
々

き
ら
き
ら
と
光
っ
て
見
え
る

が
、
こ
れ
は
雲
母
が
漉
か
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

　

さ
て
、
住
吉
社
景
図
を
見
て

い
こ
う
［
図
1
―

2
］。
画
面
向

か
っ
て
右
に
陸
地
を
描
き
、
向

か
っ
て
左
に
砂
州
を
伸
ば
す
海

辺
の
風
景
を
描
く
。
画
面
上
方

の
砂
州
が
長
く
、
下
方
の
砂
州

は
短
い
。
向
か
っ
て
左
に
は
海

を
描
く
。
画
面
に
お
け
る
砂
州

図1-1　「佐竹本三十六歌仙絵　住吉大明神」東京国立博物館（住吉断簡）
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佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
「
住
吉
大
明
神
断
簡
」
考

―
そ
の
図
様
と
詞
書
に
つ
い
て

―

と
海
の
配
分
は
六
対
四
ほ
ど

で
あ
ろ
う
か
。
や
や
上
方
か

ら
の
俯
瞰
構
図
で
あ
り
、
試
し
に
住
之
江
の
地
形
を
考
え
る
と
、
南
側
か
ら
の

光
景
と
見
做
せ
る
。
室
町
時
代
以
降
の
住
吉
社
景
を
描
い
た
、
例
え
ば
サ
ン
ト

リ
ー
美
術
館
蔵
「
酒
呑
童
子
絵
巻
」
上
巻
［
図
2
］
と
は
逆
方
向
か
ら
住
吉
社

周
辺
を
望
む
、
現
存
作
例
の
な
か
で
は
少
数
派
の
作
品
群
に
分
類
で
き
る
。

　

画
面
全
体
を
一
瞥
し
て
、
多
様
な
モ
チ
ー
フ
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
が
、
緑
色
、
白
色
、
茶
褐
色
の
顔
料
の
剥
落
が
甚
だ
し
い
た
め
、
当

初
の
状
態
を
知
る
に
は
至
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
当
初
の
様
相
を
想
像
す
る
た

め
に
、
後
世
の
模
本
の
観
察
が
不
可
欠
と
な
る（

（1
（

。
な
お
、
本
稿
に
は
住
吉
断
簡

描
き
お
こ
し
図
［
参
考
図
］

を
掲
載
し
た
。
適
宜
参
考
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

続
け
て
画
面
の
詳
細
を
見
て
い
く
。
ま
ず
、
画
面
向
か
っ
て
右
上
に
住
吉
社

殿
が
配
置
さ
れ
る
［
図
1
―

3
］。
社
域
の
さ
ら
に
向
こ
う
に
は
松
の
生
え
た
土

坡
と
す
や
り
霞
を
描
く
。
土
坡
の
界
線
は
下
書
き
の
墨
線
が
残
る
だ
け
で
、
彩

色
は
見
え
な
い
。
墨
線
は
や
や
肥
痩
が
あ
る
な
め
ら
か
な
曲
線
で
、
線
描
の
巧

さ
が
看
取
さ
れ
る
。土
坡
に
生
え
る
松
に
は
幹
と
枝
を
表
す
茶
色
顔
料
が
残
り
、

か
す
か
に
点
苔
を
表
す
緑
色
顔
料
も
残
る
。
す
や
り
霞
は
薄
く
青
み
が
か
る
よ

う
に
見
え
、
何
ら
か
の
彩
色
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
江
戸
時

代
後
期
の
喜
多
武
清
筆
の
模
本
（
個
人
蔵
）［
図
3
］
で
は
霞
が
青
色
に
塗
ら

［参考図］

図1-3　「住吉断簡」部分

図1-2　「住吉断簡」社景図　部分

図2　「酒呑童子絵巻」上巻部分　サントリー美術館
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れ
る
。
霞
の
合
間
に
住
吉
社
本
殿
の
屋
根

が
表
さ
れ
て
お
り
、
二
柱
が
並
ん
で
奉
ら

れ
る
様
子
で
あ
る
。
本
殿
下
に
赤
く
塗
ら

れ
た
柵
を
描
き
、
そ
の
下
に
石
段
が
続
く
。

こ
の
高
低
差
は
現
在
石
舞
台
の
あ
る
、
社

殿
南
側
の
様
子
と
考
え
ら
れ
る
。
本
殿
の

向
か
っ
て
左
側
に
、
壁
を
吹
き
抜
い
た
無

人
の
建
築
が
描
か
れ
、
さ
ら
に
向
か
っ
て

左
に
は
築
地
塀
と
門
が
配
さ
れ
る
。
吹
き

抜
け
建
築
の
下
部
に
比
較
的
大
き
な
松
樹

が
表
さ
れ
、
松
の
下
に
は
土
坡
を
表
し
た

下
書
き
の
墨
線
が
残
る
。
建
築
物
の
赤
色

の
彩
色
は
比
較
的
残
存
し
て
お
り
、
無
人

の
建
築
の
垂
木
の
先
に
色
線
が
使
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。柵
の
線
描
は
フ
リ
ー

ハ
ン
ド
で
引
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
築

地
塀
と
門
は
規
矩
を
用
い
た
ま
っ
す
ぐ
な

線
で
形
作
ら
れ
る
。
吹
き
抜
け
の
建
築
の
下
の
松
付
近
に
緑
色
の
彩
色
が
残
る

が
、
こ
れ
が
土
坡
か
松
ど
ち
ら
に
塗
ら
れ
た
か
判
断
が
つ
か
な
い
。
そ
の
松
樹

の
下
、
墨
線
で
格
子
状
に
線
が
引
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
御
田
を
表
す
と
考
え

ら
れ
る
。
彩
色
は
残
ら
な
い
。
御
田
周
囲
に
は
葦
の
よ
う
な
植
物
が
描
か
れ
る
。

そ
の
植
物
に
は
赤
色
顔
料
が
の
こ
り
、

葦
穂
を
表
し
た
と
読
み
取
れ
る
。
画
面

向
か
っ
て
右
下
に
は
、
大
き
く
橋
が
描

か
れ
る
。
築
地
塀
と
門
の
前
方
に
は
、

砂
州
が
伸
び
、
浜
に
は
苫
を
載
せ
た
舟

が
着
け
ら
れ
る
［
図
1
―

4
］。
そ
の
砂

州
の
下
方
に
岩
が
配
さ
れ
、
砂
州
の
盛

り
上
が
り
に
鳥
居
が
描
か
れ
る
。
州
浜

の
輪
郭
線
の
あ
た
り
に
点
描
が
表
さ
れ

る
。原
本
で
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
砂
州
の
先
端
に
六
羽

の
鳥
が
描
か
れ
る
。
ご
く
わ
ず
か
に
鳥
の
足
を
表
す
赤
色
の
線
が
見
え
る
。
本

図
に
参
詣
者
な
ど
人
間
が
描
か
れ
た
形
跡
は
な
い
。

　

こ
こ
ま
で
、
住
吉
断
簡
の
現
状
を
見
て
き
た
。
佐
竹
本
の
作
画
技
法
に
は
、

彫
塗
や
「
つ
く
り
絵
」
と
い
っ
た
や
ま
と
絵
の
表
現
が
見
ら
れ
る
と
い
わ
れ
る

が
、
筆
者
な
り
に
そ
の
要
素
を
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
ま
ず
、
土
坡
や
岩
の
線

描
に
そ
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
光
明
寺
本
「
当
麻
曼
荼
羅
絵
巻
」［
図

4
］
や
東
京
藝
術
大
学
蔵
「
小
野
雪
見
御
幸
絵
巻
」［
図
5
］
の
表
現
に
類
似

す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
住
吉
断
簡
の
岩
皴
は
筆
の
側
面
を
使
わ
ず
、
比

較
的
あ
っ
さ
り
描
か
れ
て
い
る
が
、
線
描
の
感
覚
は
近
い
よ
う
に
思
え
る
［
図

1
―

5
］。
ま
た
、
本
図
の
背
が
高
い
松
は
、
平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
の
や
ま
と
絵 図1-4　「住吉断簡」部分

図3　「佐竹本三十六歌仙絵　住吉大明神」模本　個人蔵
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佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
「
住
吉
大
明
神
断
簡
」
考

―
そ
の
図
様
と
詞
書
に
つ
い
て

―

絵
巻
に
通
じ
て
見
ら
れ
る
表
現
で
あ

る
。
朝
護
孫
子
寺
蔵
「
信
貴
山
縁
起

絵
巻
」
尼
君
巻
［
図
6
］
の
遠
景
に

配
さ
れ
る
松
や
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

美
術
館
蔵
「
観
音
経
絵
巻
」［
図
7
］

の
松
は
幹
を
細
く
、
枝
先
を
短
く
描
い
て
い
る
。
本
図
の
浜
辺
に
生
え
る
葦
は

や
ま
と
絵
に
見
る
貴
族
の
邸
宅
に
植
え
ら
れ
た
前
栽
の
表
現
に
通
じ
る
。
例
え

ば
、「
紫
式
部
日
記
絵
詞
」
の
彩
色
表
現
と
比
べ
る
と
［
図
8
］、
住
吉
断
簡
の

葦
は
軽
や
か
な
表
現
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
［
図
1
―

7
］、
先
の
「
小
野
雪
見
御

幸
絵
巻
」
の
庭
の
草
花
の
表
現
に
も
近
い
。
総
じ
て
十
三
世
紀
の
初
め
ま
で
は

遡
り
得
な
い
、
中
頃
以
降
の
表
現
と
見
な
せ
る
。

　

俯
瞰
構
図
に
つ
い
て
は
、
既
に
拙
稿
で
述
べ
た（

（1
（

。
住
吉
断
簡
は
風
景
を
広
範

囲
に
わ
た
っ

て
切
り
取
っ

て
お
り
、
葦

手
絵
や
歌
絵

の
よ
う
な
和

歌
と
連
携
し

た
「
女
絵
」

的
表
現
と
は

異
な
る
特
徴

図6　�「信貴山縁起絵巻」山崎長者巻部分�
奈良・朝護孫子寺

図8　「紫式部日記絵詞」部分　藤田美術館

図7　�「観音経絵巻」部分�
メトロポリタン美術館

図1-7　「住吉断簡」部分（葦）

図4　「当麻曼荼羅縁起絵巻」（光明寺本）部分

図5　「小野雪見御幸絵巻」第一段部分　東京藝術大学

図1-5-2　「住吉断簡」部分（石段）
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美　

術　

史　

学　
　

第
四
十
一
号

を
持
つ
。
絵
巻

作
例
で
あ
れ

ば
、
先
に
挙
げ

た
「
当
麻
曼
荼

羅
絵
巻
」、「
小

野
雪
見
御
幸
絵

巻
」
や
大
原
美

術
館
蔵
「
西
行

物
語
絵
巻
」
第

六
段
［
図
9
］

な
ど
の
引
い
た

視
点
か
ら
描
い
た
表
現
に
近
い
。「
西
行
物
語
絵

巻
」
と
比
べ
る
と
、
住
吉
断
簡
は
さ
ら
に
高
い
視

点
を
取
っ
て
お
り
、鳥
瞰
性
が
強
い
。
こ
れ
は「
一

遍
聖
絵
」［
図
10
］に
も
通
じ
る
表
現
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
住
吉
断
簡
と
同
じ
く
住
吉
社
景
を
描
い
た

和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
「
伊
勢
物
語
絵
巻
」

巻
二
［
図
11
］
に
見
え
る
装
飾
的
な
図
様
と
も
異

な
り
、
社
寺
景
観
そ
の
も
の
を
神
聖
視
す
る
社
寺

曼
荼
羅
の
よ
う
な
表
現
に
近
似
す
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
ま
た
、
住
吉
断
簡
は
様
々
な
モ
チ
ー
フ

を
住
吉
の
実
景
に
基
づ
い
て
配

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
中
世

の
名
所
絵
の
作
例
は
ご
く
限
ら

れ
て
い
る
た
め
、
簡
単
に
断
言
す

る
の
は
憚
ら
れ
る
が
、
名
所
を
描

く
絵
画
に
、
具
体
的
な
表
現
へ
の

志
向
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ（

（1
（

、
住

吉
断
簡
は
こ
の
よ
う
な
意
識
で

描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

二
、
作
品
の
図
様
と
モ
チ
ー
フ

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
図
様
に
近
似
す
る
作
例
と
し
て
、
制
作
年
代
は
下
る
が
、

二
条
城
本
丸
御
殿
中
書
院
の
春
の
間
、
天
袋
小
襖
絵
［
図
12
］
が
知
ら
れ
て
い

る
。
襖
四
面
に
わ
た
っ
て
描
か
れ
る
た
め
、
本
図
の
図
様
が
左
右
に
引
き
延
ば

さ
れ
て
お
り
、
御
田
が
社
殿
よ
り
も
向
か
っ
て
右
側
に
描
か
れ
、
向
か
っ
て
左

に
は
海
景
が
広
が
る
。
こ
の
天
袋
小
襖
絵
の
や
ま
と
絵
風
彩
色
は
冷
泉
為
恭
に

よ
る
筆
と
伝
わ
る
。
こ
の
図
像
が
当
代
絵
師
の
粉
本
に
存
在
し
た
か
検
証
を
要

す
が
、
本
図
に
つ
い
て
知
念
理
氏
は
『
蒹
葭
堂
雑
録
』
に
記
載
さ
れ
る
木
村
蒹

葭
堂
（
一
七
三
六
～
一
八
〇
二
）
に
よ
る
、
佐
竹
本
住
吉
大
明
神
の
筆
写
と
の

関
係
を
示
唆
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

図11　�「伊勢物語絵巻」第二巻部分�
和泉市久保惣記念美術館

図10　「一遍聖絵」部分（四天王寺）清浄光寺

図9　「西行物語絵巻」第六巻部分　大原美術館
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佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
「
住
吉
大
明
神
断
簡
」
考

―
そ
の
図
様
と
詞
書
に
つ
い
て

―

　

さ
て
、
木
村
蒹
葭
堂
が
「
其
光
景
古
風
に
し
て
、
今

の
図
と
は
違
い
て
奇
ら
し
」
と
述
べ
る
と
お
り
、
住
吉

断
簡
に
は
室
町
期
以
降
の
住
吉
図
に
描
か
れ
る
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
で
あ
る
反
橋
や
高
灯
籠
が
描
か
れ
て
い
な
い

［
図
13
］。
で
は
平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
の
人
々
は
何
を

も
っ
て
「
住
吉
図
」
を
住
之
江
の
風
景
と
認
識
し
た
の

だ
ろ
う
か
。
本
図
に
先
行
す
る
と
断
言
で
き
る
住
吉
図

は
現
存
し
な
い
た
め
、
他
作
と
の
比
較
に
よ
っ
て
本
図

を
住
吉
図
た
ら
し
め
る
要
素
を
考
察
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
安
時
代
の
屏
風
絵
、

障
子
絵
の
住
吉
図
に
関
す
る
史
料
が
散
見
さ
れ
る
。
以

下
で
は
こ
れ
を
頼
り
に
古
代
の
住
吉
図
様
を
推
定
し
て
み
た
い
。
本
稿
末
に
住

吉
図
に
関
連
す
る
史
料
を
ま
と
め
た
表
を
つ
け
た（

（1
（

。
次
段
落
以
降
は
こ
の
表
番

号
に
も
と
づ
い
て
論
を
進
め
る
。

　

ま
ず
、
早
く
は
醍
醐
天
皇
の
時
代
『
古
今
和
歌
集
』
に
収
録
さ
れ
る
和
歌
及

び
詞
書
に
よ
っ
て
住
吉
図
を
描
い
た
屏
風
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。［
表
］の
①
は
、

延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
年
二
月
、
右
大
将
藤
原
定
国
の
四
十
歳
を
記
念
し
、
妹

の
満
子
が
算
賀
を
主
催
し
た
際
に
、
天
皇
の
肝
い
り
で
調
製
さ
れ
た
四
季
絵
屏

風
の
色
紙
型
に
書
き
込
ま
れ
た
和
歌
で
あ
る
。
こ
の
屏
風
に
は
紀
貫
之
や
凡
河

内
躬
恒
と
い
っ
た
『
古
今
和
歌
集
』
編
者
も
歌
を
寄
せ
て
い
る
。
掲
出
の
「
住

之
江
の
～
」
歌
に
は
作
者
が
記
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、『
躬
恒
集
』
に
も

同
じ
歌
が
見
え
る
た
め（

（1
（

、凡
河
内
躬
恒
の
和
歌
と
考
え
ら
れ
る
。「
住
之
江
の
～
」

歌
に
は
松
、
お
き
つ
白
浪
と
い
う
歌
語
が
見
え
、
こ
れ
は
住
之
江
の
秋
景
図
に

描
か
れ
て
い
た
モ
チ
ー
フ
と
見
な
せ
る
。
躬
恒
は
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
を
「
秋

風
」
と
い
う
語
で
有
機
的
に
結
び
つ
け
、
絵
と
歌
相
補
の
美
術
を
実
現
し
て
い

た
と
言
え
る
。
ま
た
、
住
吉
図
が
祝
賀
的
意
図
に
沿
う
も
の
で
あ
り
、
松
や
波

が
そ
れ
に
相
応
し
い
モ
チ
ー
フ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
推
し
量
れ
る
。

　

算
賀
の
屏
風
絵
に
住
吉
図
が
描
か
れ
る
例
は
こ
の
ほ
か
②
、
⑥
が
挙
げ
ら
れ

る
。
②
は
醍
醐
天
皇
后
穏
子
の
五
十
賀
に
調
製
さ
れ
た
屏
風
絵
に
付
さ
れ
た
和

歌
で
あ
る
。
作
者
は
女
流
歌
人
の
伊
勢
で
、
承
平
四
年
（
九
三
四
）
頃
の
作
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
和
歌
か
ら
、
こ
の
屏
風
絵
に
は
州
浜
、
真
砂
と
鶴
が
描
か

れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
⑥
は
前
斎
宮
（
不
詳
）
五
十
賀
の
際
に
作
成

さ
れ
た
名
所
絵
屏
風
の
和
歌
で
、詠
者
の
中
務
が
没
す
る
正
暦
二
年
（
九
九
一
）

以
前
に
詠
ま
れ
た
と
推
定
で
き
る
。

　

算
賀
の
屏
風
ほ
か
、
貴
紳
の
邸
宅
内
の
屏
風
・
障
子
の
住
吉
図
が
知
ら
れ
る
。

図13　�一珠斎国員《浪華百景》
「住吉高とうろう」�
大阪城天守閣

図12　「住吉社景図」（二条城本丸御殿中書院春の間天袋小襖絵）
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第
四
十
一
号

別
表
の
③
の
1
と
③
の
2
は
大
中
臣
能
宣
に
よ
る
和
歌
で
あ
る
。
詞
書
の
貴
人

の
名
に
異
同
が
あ
る
が
、
障
子
絵
の
画
趣
に
応
じ
た
和
歌
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
③
の
詞
書
に
は
「
く
に
ぐ
に
に
な
あ
る
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
」
を
描
か
せ
た

と
あ
る
か
ら
、
住
吉
図
は
名
所
絵
の
一
画
題
と
し
て
描
か
れ
た
と
言
え
る
。
⑧

は
生
没
年
不
明
の
恵
慶
法
師
の
屏
風
歌
で
あ
る
。「
海
士
の
家
」
と
い
う
珍
し

い
歌
語
を
詠
み
込
む
ほ
か
、
夏
の
日
だ
と
し
て
も
住
之
江
の
松
の
様
子
は
変
わ

ら
な
い
こ
と
を
詠
嘆
し
て
い
る
。
⑨
は
源
道
済
の
和
歌
で
あ
り
、
こ
の
和
歌
の

詞
書
よ
り
、
住
吉
社
の
春
景
を
表
し
た
屏
風
に
参
詣
者
も
描
か
れ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
ま
た
⑪
の
詞
書
も
同
様
に
住
吉
参
詣
者
を
描
い
た
障
子
絵
の
存
在
が

読
み
取
れ
る
。

　

⑤
の
和
歌
は
『
元
輔
集
』
に
収
録
さ
れ
る
。
大
弐
国
範
の
孫
の
た
め
に
住
吉

図
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
割
籠
が
調
製

さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
住
吉
の
浜
、
真

砂
と
巌
が
詠
み
込
ま
れ
て
お
り
、
絵

様
に
マ
ッ
チ
す
る
和
歌
が
詠
ま
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。表
の
⑮
に
は
栃
木
・

輪
王
寺
所
蔵
の
「
住
吉
蒔
絵
手
箱
」

を
記
載
し
た
。
蓋
裏
の
奉
納
銘
文
か

ら
、
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）
に
制

作
さ
れ
た
住
吉
図
を
描
い
た
基
準
作

と
し
て
知
ら
れ
る
［
図
14
］。
平
安

時
代
に
は
既
に
住
吉
図
は
漆
芸
装
飾
の
図
案
と
し
て
も
流
通
し
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
よ
う
。

　

こ
こ
ま
で
、
佐
竹
本
に
先
行
す
る
住
吉
図
を
検
証
し
た
。
住
吉
断
簡
と
そ
れ

ら
の
間
に
州
浜
や
松
な
ど
共
通
す
る
モ
チ
ー
フ
が
認
め
ら
れ
る
一
方
で
、
住
吉

断
簡
に
は
史
料
だ
け
で
は
追
い
切
れ
な

い
景
物
が
表
現
さ
れ
る
。

　

表
に
挙
げ
た
屏
風
歌
に
は
、
住
吉
の

社
殿
を
直
接
詠
み
出
す
こ
と
は
な
か
っ

た
。
た
だ
、
⑨
や
⑪
の
参
詣
を
描
く
住

吉
図
に
社
殿
が
描
か
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
。
ま
た
、
後
世
の
逸
翁
美
術
館

蔵
「
大
江
山
絵
詞
」［
図
15
］
は
、
藤

原
頼
光
一
行
が
住
吉
の
託
宣
を
祈
願
す

る
場
面
を
描
く
。
こ
の
場
面
は
建
築
お

よ
び
人
物
に
か
な
り
近
接
し
た
視
点
で

描
か
れ
て
お
り
、
先
行
す
る
住
吉
図
を

ト
リ
ミ
ン
グ
し
、
絵
巻
形
式
に
沿
う
形

に
構
成
し
直
し
た
図
様
と
考
え
ら
れ

る
。
平
安
期
の
住
吉
図
に
住
吉
社
殿
が

描
か
れ
て
い
た
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い

だ
ろ
う
。

図15　「大江山絵詞」部分　逸翁美術館

図14　「住吉蒔絵手箱」栃木・輪王寺
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佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
「
住
吉
大
明
神
断
簡
」
考

―
そ
の
図
様
と
詞
書
に
つ
い
て

―

　

先
に
住
吉
断
簡
に
は
、
州
浜
の
鳥
居
、
二
棟
の
本
殿
、
柵
、
吹
き
抜
け
の
建

物
、
築
地
塀
と
門
が
表
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
中
で
も
州
浜
の
鳥
居
は
、

こ
れ
ま
で
例
示
し
た
「
酒
呑
童
子
絵
巻
」、「
住
吉
蒔
絵
手
箱
」、「
大
江
山
絵
詞
」

す
べ
て
に
海
に
面
す
る
よ
う
に
描
か
れ
る
。
ま
た
、「
伊
勢
物
語
絵
巻
」
巻
二

の
料
紙
装
飾
に
も
州
浜
の
鳥
居
が
見
え
、
住
吉
の
表
象
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

海
に
面
す
る
鳥
居
に
も
劣
ら

ず
、
本
殿
の
図
様
も
ユ
ニ
ー
ク
で

あ
る
。
先
掲
「
大
江
山
絵
詞
」
や

シ
カ
ゴ
美
術
館
蔵
「
融
通
念
仏
縁

起
」
上
巻
に
は
住
吉
社
本
殿
が
描

か
れ
る
［
図
16
］。「
融
通
念
仏
縁

起
」
に
て
、
本
殿
は
鞍
馬
寺
の
毘

沙
門
天
が
様
々
な
日
本
の
神
に
融

通
念
仏
信
仰
を
勧
め
る
場
面
に
描

か
れ
る
た
め
、
象
徴
的
な
意
味
合
い
が
強
い
。
こ
の
本
殿
の
屋
根
の
上
の
装
飾

的
な
X
字
の
構
造
は
住
吉
断
簡
の
小
さ
な
本
殿
に
も
し
っ
か
り
描
か
れ
て
い

る
。
こ
の
建
築
構
造
「
千
木
」
も
ま
た
、
住
吉
社
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た

よ
う
だ
。
こ
の
住
吉
社
本
殿
の
「
千
木
」
に
関
連
し
て
、
平
安
後
期
の
歌
壇
で

指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
源
俊
頼
は
『
俊
頼
髄
脳
』
に
、住
吉
断
簡
詞
書
（
後
掲
）

の
「
よ
や
さ
む
き
こ
ろ
も
や
う
す
き
か
た
そ
き
の
行
あ
は
ぬ
ま
よ
り
し
も
や
お

く
ら
ん
」
の
和
歌
の
解
釈
を
説
く
。

こ
れ
御
社
の
年
つ
も
り
て
あ
れ
に
け
れ
ば
、
み
か
ど
の
御
夢
に
み
せ
た
て

ま
つ
ら
せ
給
へ
る
歌
な
り
。
片
そ
ぎ
と
い
へ
る
は
、
神
の
社
の
棟
に
、
た

か
く
さ
し
い
で
た
る
木
の
名
な
り
。
住
吉
の
み
社
は
、
二
つ
の
社
さ
し
あ

ひ
て
あ
れ
ば
、
そ
の
二
の
社
の
朽
ち
に
た
る
由
を
、
よ
ま
せ
給
へ
る
に
や
。

片
そ
ぎ
を
、
鵲
と
書
け
る
本
も
あ
る
か
。
歌
論
義
に
互
に
争
へ
る
こ
と
あ

り
。
か
さ
さ
ぎ
と
い
ひ
て
は
心
も
得
ず
。

（
佐
々
木
信
綱
編
『
日
本
歌
学
大
系 

第
一
巻
』
風
間
書
房
、
一
九
五
七
年
）

　

俊
頼
は
こ
の
和
歌
を
、
住
吉
神
が
社
殿
が
寂
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
天
皇
に

詠
み
か
け
る
歌
だ
と
し
、
歌
語
「
か
た
そ
ぎ
」
は
社
殿
の
屋
根
に
高
く
伸
び
た

部
分
を
指
す
こ
と
、「
片
そ
ぎ
」
を
「
鵲
」
と
詠
ん
で
は
本
意
を
得
ら
れ
な
い

と
指
摘
す
る
。
源
俊
頼
の
い
う
「
片
そ
ぎ
」
は
、
現
在
「
千
木
」
と
称
す
る

X
字
構
造
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
福
山
敏
男
氏
に
よ
れ
ば
「
千
木
の
片

そ
ぎ
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
組
の
千
木
を
組
み
合
わ
せ
る
際
に
、
相
接
す
る
面

を
削
り
取
る
こ
と
か
ら
で
き
た
と
い
う（

（1
（

。
俊
頼
の
一
世
代
後
の
歌
人
、
六
条
清

輔
も
『
袋
草
紙
』
に
て
、「
よ
や
さ
む
き
～
」
の
和
歌
の
解
釈
を
示
す
。

住
吉
の
御
歌

よ
や
さ
む
き
こ
ろ
も
や
う
す
き
か
た
そ
ぎ
の
ゆ
き
は
ひ
の
ま
よ
り
し
も
や

を
く
ら
ん

是
れ
は
、
社
破
壊
之
由
を
、
帝
王
に
奏
せ
よ
と
て
、
夢
に
見
す
る
歌
な
り

（
読
み
下
し
筆
者
）

図16　�「融通念仏縁起絵巻」部分　�
シカゴ美術館
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（
藤
岡
忠
美
『
袋
草
紙
考
証　

雑
談
篇
（
研
究
叢
書
一
〇
二
）』
和
泉
書
院
、

一
九
九
一
年
）

　

俊
頼
と
清
輔
の
両
者
が
、「
よ
や
さ
む
き
～
」
歌
に
纏
わ
る
天
皇
と
住
吉
神

の
歌
物
語
を
伝
聞
し
た
。
両
者
と
も
院
政
期
歌
壇
の
主
導
者
で
あ
っ
た
た
め
、

こ
の
歌
物
語
の
周
知
も
相
ま
っ
て
、
住
吉
社
本
殿
の
「
千
木
」
が
住
吉
社
景
図

を
代
表
す
る
景
物
と
し
て
広
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、『
俊
頼
髄
脳
』
に
て
俊
頼
が
「
二
つ
の
社
」
と
述
べ
る
こ
と
に
も
着

目
し
た
い
。
現
在
の
住
吉
大
社
は
、
東
西
方
向
へ
三
棟
が
並
び
、
西
側
一
棟
の

南
側
に
一
棟
が
建
つ
、
計
四
棟
の
配
置
で
あ
る
。
真
弓
常
忠
氏
は
五
世
紀
初
頭

の
住
吉
神
鎮
斎
後
す
ぐ
に
、
三
棟
直
列
・
二
棟
並
列
の
社
殿
四
棟
が
造
立
さ
れ

た
と
論
じ
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、『
延
喜
式
』
に
は
二
十
年
に
一
度
の
遷
宮
が
規
定

さ
れ（

（2
（

、
十
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
に
か
け
て
造
替
が
続
け
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
（
（2
（

。
住
吉
社
本
殿
が
四
棟
と
な
っ
た
興
り
は
不
明
で
あ
る
が
、
鎌
倉
期
に
は
四

棟
が
建
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
住
吉
断
簡
に
「
二
つ
の
社
」
を
描
く

積
極
的
な
理
由
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
詞
書
に
「
よ
や
さ
む
き
～
」
の
和

歌
を
載
せ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
住
吉
断
簡
の
制
作
者
が
『
俊
頼
髄
脳
』
の
解

釈
を
引
用
し
、
絵
画
化
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
で
は
な
ぜ
「
二
つ
の
社
」
な
の

だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
詞
書
を
分
析
す
る
後
章
で
詳
し
く
述
べ

た
い
。

　

住
吉
断
簡
で
も
ひ
と
き
わ
目
立
つ
吹
き
抜
け
の
建
物
に
つ
い
て
は
、『
西
行

上
人
集
』
の
以
下
の
和
歌
が
参
考
と
な
る
。

承
安
元
年
六
月
一
日
、
院
熊
野
へ
参
せ
お
は
し
ま
す
次
に
、
住
吉
へ
御
幸

あ
り
け
り
、
修
行
し
ま
は
り
て
、
二
日
、
か
の
社
に
参
て
見
ま
は
れ
ば
、

す
み
の
え
の
釣
殿
あ
た
ら
し
く
た
て
ら
れ
た
り
。
後
三
条
院
の
み
ゆ
き
、

神
も
お
も
ひ
出
で
給
ふ
ら
ん
と
お
ぼ
え
て
、
釣
殿
に
書
付
け
侍
り
し

た
え
た
り
し
君
が
み
ゆ
き
を
待
ち
つ
け
て
神
い
か
ば
か
り
う
れ
し
か
る
ら

ん（『
私
家
集
大
成　

第
三
巻　

中
世
Ⅰ
』
明
治
書
院
、
一
九
七
四
年
）

　
「
西
行
物
語
絵
巻
」（
文
化
庁
）
の
八
上
神
宮
の
斎
垣
に
和
歌
を
書
き
付
け
る

場
面
を
想
起
さ
せ
る
記
述
で
あ
る
。
釣つ
り
殿ど
の
と
は
、
本
来
寝
殿
造
建
築
の
南
側
に

突
き
出
た
方
一
丈
程
度
の
庭
に
面
し
た
吹
き
抜
け
た
部
分
を
指
す
が
、『
西
行

法
師
家
集
』
を
見
る
限
り
、
一
棟
の
建
物
を
指
し
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
。
住

吉
断
簡
の
無
人
の
建
物
は
釣
殿
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
釣
殿

と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
契
機
と
な
り
西
行
法
師
の
歌
物
語
を
呼
び
起
こ
す
構
造
と

な
っ
て
い
る
。
因
み
に
先
の
「
大
江
山
絵
詞
」
に
も
、
こ
こ
で
人
々
が
対
面
す

る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

で
は
次
の
景
物
に
話
題
を
移
そ
う
。
現
在
も
毎
年
六
月
に
住
吉
大
社
で
行
わ

れ
る
御
田
植
神
事
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
以
前
に
住
吉
社
の
津
守
氏
に
よ
っ
て
編

纂
さ
れ
た
『
住
吉
太
神
宮
諸
神
事
次
第
』
に
よ
っ
て
、
当
時
の
様
相
が
知
ら
れ

る
（
（2
（

。
ま
た
、
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）
に
住
吉
神
官
で
あ
っ
た
梅

園
惟
朝
が
記
し
た
『
住
吉
松
葉
大
記
』
巻
十
の
『
諸
神
事
次
第
記
』
は
、「
旧
記
」

を
引
用
し
て
田
植
の
神
事
の
ほ
か
、
御
田
の
周
囲
で
田
楽
、
猿
楽
の
諸
芸
能
が
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佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
「
住
吉
大
明
神
断
簡
」
考

―
そ
の
図
様
と
詞
書
に
つ
い
て

―

盛
大
に
催
さ
れ
た
と
記
録
し
て
い
る（

（2
（

。
鎌
倉
時
代
の
次
第
を
今
に
伝
え
る
点
で

芸
能
史
研
究
に
貴
重
な
資
料
（
（2
（

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
住
吉
社
に
お
け
る
極
め

て
重
要
な
神
事
と
言
え
る
。
住
吉
断
簡
に
は
こ
の
神
事
の
舞
台
で
あ
る
御
田
が

描
き
込
ま
れ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
早
苗
を
植
え
る
植
女
や
穂
を
垂
れ
た
稲
の

様
子
は
見
え
な
い
。ゆ
え
に
秋
か
ら
初
春
の
景
を
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

住
吉
の
地
は
奈
良
時
代
か
ら
極
め
て
多
く
の
和
歌
に
詠
ま
れ
た
名
所
で
あ

り
、そ
の
和
歌
の
中
に
は
住
吉
断
簡
に
描
か
れ
る
モ
チ
ー
フ
が
詠
み
込
ま
れ
る
。

福
井
・
明
通
寺
「
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
」
に
つ
い
て
論
じ
た
苫
名
悠
氏
は
、「
彦

火
々
出
見
尊
絵
巻
」
巻
一
第
一
段
の
風
景
を
住
吉
図
と
想
定
し
、
そ
の
比
較
分

析
に
お
い
て
、
住
吉
断
簡
の
州
浜
上
の
点
描
は
、
貝
を
表
し
た
も
の
と
指
摘
す

る
。
ま
た
、『
元
真
集
』
の
「
す
み
よ
し
の
こ
ひ
わ
す
れ
が
ひ
た
ね
た
え
て
な

き
世
に
あ
へ
る
わ
れ
ぞ
わ
び
し
き
」
な
ど
を
取
り
上
げ
、
住
吉
を
詠
ん
だ
和
歌

に
お
い
て
「
貝
」
と
い
う
歌
語
が
頻
繁
に
表
れ
る
と
分
析
す
る（

（2
（

。
こ
の
論
に
付

け
加
え
る
と
す
れ
ば
、『
万
葉
集
』
に
は
、「
暇
あ
ら
ば
拾
ひ
に
行
か
む
住
吉
の

岸
に
寄
る
と
ふ
恋
忘
貝
」（
七
巻
・
一
一
四
七
番
）
や
「
住
吉
の
濱
に
寄
る
と

ふ
う
つ
せ
貝
実
な
き
言
以
ち
わ
れ
恋
ひ
め
や
も
」（
十
一
巻
・
二
七
九
七
番
）

と
失
恋
の
和
歌
が
収
録
さ
れ
て
お
り（

（2
（

、
奈
良
時
代
以
来
、
離
れ
て
一
枚
に
な
っ

た
「
貝
殻
」（
忘
貝
、
虚
貝
）
が
恋
歌
の
歌
語
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
と

こ
ろ
で
、
住
之
江
の
隣
、
難
波
四
天
王
寺
に
お
い
て
、
聖
徳
太
子
の
忌
日
で
あ

る
旧
暦
二
月
二
十
二
日
に
は
、
聖
霊
会
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
に
難
波
津
に

吹
き
寄
せ
る
西
風
を
貝
寄
（
か
い
よ
せ
）
と
呼
ん
だ
。
名
の
通
り
海
か
ら
浜
辺

に
貝
殻
を
寄
せ
る
風
の
こ
と
で
あ
り
、
俳
諧
で
は
春
の
季
語
と
し
て
詠
ま
れ

る
（
（2
（

。
現
在
の
難
波
や
住
吉
大
社
周
辺
の
様
子
か
ら
は
想
像
し
が
た
い
が
、
奈
良

時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、「
貝
殻
」
は
晩
冬
か
ら
初
春
の
景
物
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

住
吉
断
簡
に
描
か
れ
る
橋
に
つ
い
て
は
、
断
定
す
べ
き
史
料
が
見
い
だ
せ
な

い
。『
長
元
八
年
五
月
十
六
日
関
白
左
大
臣
頼
通
歌
合
』
の
後
日
記
に
は
、

同
廿
一
日
左
方
人
、
八
幡
住
吉
に
参
る
。
是
は
宿
賽
を
遂
う
為
め
也
。
廿

二
日
（
中
略
）
酉
刻
、
熊
河
岸
に
着
き
、
馬
に
駕
り
て
住
吉
社
に
向
か
う
。

（
萩
谷
朴
『
平
安
朝
歌
合
大
成　

増
補
新
訂 

第
三
巻
』
同
朋
舎
、
一
九
九

五
年
）

と
あ
り
、
左
方
歌
人
が
歌
合
の
勝
利
の
報
告
の
た
め
に
、
八
幡
社
と
住
吉
社
に

参
詣
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
都
か
ら
石
清
水
八
幡
宮
へ
の
道
程
と
石
清
水
か

ら
住
吉
社
へ
の
道
の
り
が
詳
し
く
示
さ
れ
て
お
り
、
石
清
水
八
幡
宮
か
ら
半
日

か
け
て
住
吉
社
に
着
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
こ
こ
に
住
吉
社
最
寄
り
の
船
着

き
場
と
覚
し
き
熊
河
岸
と
い
う
地
名
が
見
え
る
。
住
吉
社
周
辺
に「
く
ま
が
わ
」

と
い
う
川
が
流
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
橋
が
架
か
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

住
吉
断
簡
図
様
と
の
関
連
は
不
明
で
あ
る（

（2
（

。

　

以
上
、
史
料
を
用
い
な
が
ら
住
吉
断
簡
の
図
様
を
考
察
し
た
。
ま
ず
、
住
吉

を
描
く
先
例
と
住
吉
断
簡
の
間
に
は
松
や
白
浪
、
真
砂
や
巌
に
モ
チ
ー
フ
の
共

通
性
が
認
め
ら
れ
た
。
古
来
住
吉
浜
に
は
鶴
が
描
か
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
住

吉
断
簡
の
鳥
の
図
柄
は
鶴
を
表
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
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ま
た
、
住
吉
断
簡
に
表
さ
れ
る
風
景
は
、
住
吉
社
に
詣
で
た
人
に
と
っ
て
は

馴
染
み
の
あ
る
、
よ
く
知
ら
れ
た
名
物
だ
っ
た
と
う
か
が
え
る
。「
千
木
の
片

そ
ぎ
」
は
視
覚
的
に
印
象
深
い
景
物
で
あ
り
、
釣
殿
（
吹
き
抜
け
の
建
物
）
は

す
ぐ
に
西
行
の
逸
話
を
想
起
さ
せ
る
建
物
で
あ
る
。
画
面
の
中
に
「
縁
起
」
が

ち
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
住
吉
詠
歌
「
よ
や
さ
む
き
～
」
に
は
そ
れ
を
引
き
出

す
補
助
線
の
役
割
が
認
め
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
住
吉
・
住
之
江
と
い
う
土
地
は
、
平
安
期
名
所
絵
の
例
に
漏
れ
ず
、

四
季
と
絡
め
て
描
か
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
た
だ
し
、
住
之
江
に
は
、
例
え

ば
吉
野
山
と
桜
（
春
）、
竜
田
川
と
紅
葉
（
秋
）
と
い
う
よ
う
な
土
地
と
季
節

の
緊
密
な
関
係
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。［
表
］
に
例
示
し
た
和
歌
に
お
い
て
、

住
之
江
の
松
は
四
季
の
景
物
と
一
緒
に
詠
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
か
え
っ
て
そ

の
不
変
性
や
超
時
性
を
強
め
て
い
る
。
住
吉
を
表
し
た
名
所
絵
に
お
け
る
松
と

い
う
モ
チ
ー
フ
も
、
藤
波
な
ど
の
季
節
モ
チ
ー
フ
と
対
比
的
に
観
賞
さ
れ
、
不

変
な
る
も
の
の
象
徴
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

住
之
江
と
い
う
地
が
特
定
の
季
節
と
結
び
つ
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
逆
に

ど
の
季
節
と
も
結
び
つ
く
余
地
が
あ
る
と
言
い
換
え
ら
れ
る
。
住
吉
断
簡
に
は

稲
の
な
い
田
や
貝
殻
と
覚
し
き
描
写
が
認
め
ら
れ
、
少
な
く
と
も
夏
や
秋
の
様

子
で
は
な
い
。
や
は
り
詠
歌
に
沿
っ
た
「
千
木
の
片
そ
ぎ
」
に
霜
が
降
り
る
季

節
を
表
し
て
い
る
と
考
え
た
い
。
当
時
の
歌
人
ら
で
あ
れ
ば
、
二
棟
の
住
吉
社

本
殿
や
千
木
を
み
れ
ば
、
す
ぐ
に
住
吉
神
詠
「
よ
や
さ
む
き
～
」
歌
が
想
起
で

き
た
こ
と
だ
ろ
う
。
別
稿
で
は
住
吉
断
簡
に
お
け
る
鑑
賞
の
「「
読
み
」
の
余

地
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
た
が（

（2
（

、
見
解
を
更
改
し
た
い
。
佐
竹
本
歌

仙
像
に
は
、「
情
緒
と
い
う
に
は
生
々
し
い
人
間
の
心
の
動
き
」
が
表
さ
れ
、

彼
ら
が
和
歌
を
詠
ん
だ
瞬
間
を
捉
え
た
様
子
で
描
か
れ
る
と
論
じ
ら
れ
て
き

た
（
（3
（

。
住
吉
断
簡
も
ま
た
、
住
吉
神
の
詠
歌
と
連
携
す
る
よ
う
に
図
様
が
練
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
住
吉
断
簡
は
住
吉
・
住
之
江
と
い
う
地
に
纏

わ
る
歌
語
を
集
大
成
し
て
聖
性
の
あ
る
土
地
の
絵
画
と
し
て
形
作
り
つ
つ
、
佐

竹
本
に
通
じ
て
認
め
ら
れ
る
歌
仙
の
図
様
と
彼
ら
詠
歌
の
関
係
性
を
実
現
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
住
吉
大
明
神
断
簡
の
詞
書

　
　
　

一
、
詞
書
の
典
拠
の
考
察

　

本
章
で
は
住
吉
断
簡
の
詞
書
を
解
読
し
て
い
く
。
三
十
六
歌
仙
伝
記
を
網
羅

的
に
研
究
さ
れ
た
新
藤
協
三
氏
の
論
考
に
よ
れ
ば
、「
佐
竹
本
が
伝
記
の
出
典

を
明
示
す
る
の
は
小
町
の
条
の
み
で
あ
る
」
が
、
佐
竹
本
が
『
古
今
和
歌
集
目

録
』
を
引
用
し
た
で
あ
ろ
う
表
現
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、『
古

今
和
歌
集
目
録
』
に
載
る
三
十
六
歌
仙
は
十
六
人
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
外
の

二
十
名
（
佐
竹
本
で
あ
れ
ば
住
吉
神
も
含
む
二
十
一
名
）
の
位
署
の
典
拠
は
不

明
で
あ
る
と
論
じ
る（

（3
（

。
し
た
が
っ
て
、住
吉
断
簡
詞
書
を
読
解
す
る
に
あ
た
り
、

そ
の
典
拠
の
同
定
も
佐
竹
本
の
位
置
づ
け
に
意
味
が
あ
る
作
業
と
い
え
る
。

　

で
は
、
住
吉
断
簡
の
詞
書
を
以
下
に
示
す
。
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佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
「
住
吉
大
明
神
断
簡
」
考

―
そ
の
図
様
と
詞
書
に
つ
い
て

―

　
　

住
吉
大
明
神

　
　

神
代
第
六
皇
彦
波
瀲
武
鸕
鷀
草
葺

　
　

不
合
尊
是
也
天
照
大
神
四
代
御
孫
彦

　
　

火
々
出
見
太
子
御
母
豊
玉
姫
［
海
童
二
女
］
人

　
　

代
始
神
武
天
皇
御
父
也
皇
帝
十
□
□

　
　

神
后
御
時
久
乍
神
帝
之
位
現
形
於
人

　
　

身
打
順
異
州
之
敵
四
十
六
代
孝
謙
天
皇

　
　

天
平
勝
宝
元
年
己
丑
住
吉
宮
造
云
々

　
　

よ
や
さ
む
き
こ
ろ
も
や
う
す
き
か
た
そ
き
の

　
　

行
あ
は
ぬ
ま
よ
り
し
も
や
お
く
ら
ん

　
　
（［　

］
は
割
注
、
□
□
は
料
紙
欠
損
に
よ
る
空
白
）

と
読
め
る
。
試
み
に
読
み
下
す
な
ら
ば
、

住
吉
大
明
神
は

神
代
第
六
皇
彦
波
瀲
武
鸕
鷀
草
葺
不
合
尊
が
是
也
。
天
照
大
神
の
四
代
御

孫
、彦
火
々
出
見
の
太
子
に
し
て
御
母
は
豊
玉
姫
（
海
童
の
二
女
）
な
り
。

人
代
の
始
た
る
神
武
天
皇
の
御
父
也
。
皇
帝
十
□
□
神
功
皇
后
の
御
時
、

久
し
乍
ら
神
帝
之
位
に
形
を
人
身
に
現
し
異
州
の
敵
を
打
順
す
。

四
十
六
代
孝
謙
天
皇
天
平
勝
宝
己
丑
、
住
吉
宮
を
造
る
云
々

よ
や
さ
む
き
こ
ろ
も
や
う
す
き
か
た
そ
き
の

行
あ
は
ぬ
ま
よ
り
し
も
や
お
く
ら
ん

と
な
る
だ
ろ
う
か
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
は
こ
れ
と
同
文
を
記
す
「
住
吉
大

明
神
図
」
が
残
存
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（3
（

。
ま
た
、
佐
竹
本
詞
書
に
は
誤
り
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り（

（3
（

、
住
吉
断
簡
詞
書
に
も
、
所
々
読
み
下
し
づ
ら
く
意

が
取
り
が
た
い
箇
所
が
あ
る
。

　

続
い
て
、
内
容
を
読
み
解
い
て
い
こ
う
。
冒
頭
か
ら
三
行
目
の
五
文
字
目
ま

で
、
住
吉
大
明
神
は
「
彦ひ
こ
な
ぎ
さ
た
け
う
が
や
ふ
き
あ
え
ず
の
み
こ
と

波
瀲
武
鸕
鷀
草
葺
不
合
尊
」（
以
下
、
彦
波
瀲
武
）

で
あ
る
と
述
べ
る
。
こ
こ
か
ら
四
行
目
、
後
か
ら
二
文
字
目
割
注
ま
で
は
、
彦

波
瀲
武
と
い
う
神
が
「
彦
火
々
出
見
尊
」
と
「
豊
玉
姫
」
の
子
で
あ
る
こ
と
、

そ
の
後
に
彦
火
々
出
見
尊
と
豊
玉
姫
の
出
自
が
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
五
行
目
の

九
文
字
目
ま
で
は
、
彦
波
瀲
武
の
男
子
が
人
代
の
初
祖
で
あ
る
神
武
天
皇
で
あ

る
こ
と
を
示
す
。

　

こ
こ
で
、
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
天
皇
の
正
統
を
示
し
た
『
皇
代

記
』
を
参
照
す
れ
ば
、
彦
波
瀲
武
の
説
明
に
「
彦
火
々
見
尊
太
子
也
。
母
曰
豊

玉
姫
。
海
童
二
女
也
」（『
群
書
類
従 

第
三
輯 

帝
王
部 

改
訂
三
版
』
群
書
類
従

完
成
会
、
一
九
七
七
年
）
と
住
吉
断
簡
と
類
似
す
る
文
を
載
せ
る
。
佐
竹
本
詞

書
は
概
し
て
、
歌
仙
や
詠
歌
の
伝
説
を
載
せ
る
こ
と
よ
り
、
活
躍
の
時
代
や
実

際
の
官
位
と
い
っ
た
具
体
的
な
来
歴
を
記
す
こ
と
に
重
き
が
置
か
れ
る
た
め
、

こ
こ
ま
で
の
記
述
は
佐
竹
本
詞
書
の
意
図
に
外
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
歌
仙
絵
で
あ
る
住
吉
詞
書
に
お
い
て
、
住
吉
大
明
神
と
彦
波
瀲

武
が
同
体
で
あ
る
と
説
く
点
は
興
味
深
い
。
同
体
を
説
く
テ
キ
ス
ト
は
、
先
掲

苫
名
氏
論
文
に
お
い
て
、
十
三
世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
初
め
に
成
立
し
た
八
幡
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美　

術　

史　

学　
　

第
四
十
一
号

縁
起
で
あ
る
『
八
幡
愚
童
訓
』（
甲
本
）
を
引
用
し
説
明
し
て
い
る
。
こ
こ
に

は
「
此
彦
波
瀲
尊
ハ
住
吉
大
明
神
ノ
御
事
也
。」
と
示
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
（
（3
（

。

　

こ
の
ほ
か
、先
に
あ
げ
た
江
戸
時
代
は
じ
め
に
編
纂
さ
れ
た
梅
園
惟
朝
撰『
住

吉
松
葉
大
記
』
巻
第
十
に
「
応
永
・
正
長
の
間
に
勘
文
有
り
」（
応
永
・
正
長

は
一
三
九
四
～
一
四
二
九
年
）と
し
て
引
用
さ
れ
る『
住
吉
勘
文
』の
う
ち
、「
一
、

日
本
第
一
の
鎮
守
顕
給
事
、
或
る
深
秘
記

4

4

4

に
曰
く
」（
傍
点
筆
者
）
に
裏
付
け

ら
れ
る
『
深
秘
記
』
に
も
同
体
説
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
史
料
は
、

住
吉
大
明
神
は
最
初
大
日
本
国
天
神
第
一
代
国
常
立
尊
也
。
其
後
天
神
第

七
代
去
来
諾
尊
よ
り
六
代
の
神
帝
天
下
を
保
ち
給
ふ
事
八
十
三
万
六
千
四

十
二
年
の
神
、
彦
波
瀲
武
鸕
鷀
草
葺
不
合
尊
と
成
給
ふ
。

（
加
地
宏
江
、
中
村
直
人
、
野
高
宏
之
『
住
吉
松
葉
大
記　

中
巻
』
大
阪

市
史
編
纂
所
編
『
大
阪
市
史
史
料　

第
五
十
八
輯
』
二
〇
〇
二
年
）

と
記
述
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
去
来
諾
尊
（
い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
）
か
ら
六
代

後
の
神
と
記
さ
れ
、
住
吉
神
の
形
を
変
え
た
姿
が
彦
波
瀲
武
と
す
る
。

　

ま
た
、『
住
吉
松
葉
大
記
』
異
説
部
七
は
『
異
本
先
代
旧
事
本
紀
』
第
三
十

三
推
古
紀
の
記
事
を
引
用
す
る
。

時
に
、
住
吉
大
神
は
祝
巫
に
託
し
て
告
げ
て
曰
く
、
謡
舞
は
吾
が
体
也
。

這
伎
は
吾
が
国
の
風
に
合
う
。
宜
し
く
祭
祀
に
之
を
奏
す
べ
し
。
願
は
く

は
此
の
伎
端
に
、
先
ず
吾
が
三
神
を
容
せ
。
吾
は
高
貴
徳
王
菩
薩
な
り
。

更
名
は
妙
幢
菩
薩
な
り
。
我
三
神
身
を
分
ち
て
天
地
海
に
在
り
。
天
に
は

高
皇
産
霊
尊
在
り
、
地
に
は
大
己
貴
大
神
在
り
、
海
に
は
彦
波　

武
尊
在

り
。
別
身
別
神
に
し
て
本
は
我
也
。

（
加
地
宏
江
、
中
村
直
人
、
野
高
宏
之
『
住
吉
松
葉
大
記　

上
巻
』
大
阪

市
史
編
纂
所
編
『
大
阪
市
史
史
料　

第
五
十
五
輯
』
二
〇
〇
二
年
）

　

編
者
の
梅
園
惟
朝
は
引
用
部
分
の
編
集
に
つ
い
て
、近
年
（
江
戸
時
代
初
期
）

上
梓
さ
れ
た
『
異
本
旧
事
紀
』
数
十
巻
に
は
住
吉
神
の
異
説
を
載
せ
て
い
た
が
、

偽
作
と
さ
れ
絶
版
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
備
忘
と
し
て
記
し
た
と
述
べ
て
い

る
。
確
か
に
、
こ
の
『
異
本
先
代
旧
事
本
紀
』
の
説
は
平
安
初
期
に
編
ま
れ
た

『
先
代
旧
事
本
紀
』
に
は
見
え
な
い
記
事
で
あ
り
、
住
吉
断
簡
詞
書
に
後
発
す

る
住
吉
縁
起
と
考
え
ら
れ
る
。
本
説
は
住
吉
断
簡
の
住
吉
神
と
彦
波
瀲
武
の
同

体
説
に
加
え
て
、
猿
楽
延
年
の
興
り
を
説
く
世
阿
弥
撰
『
風
姿
花
伝
』
序
文
の

内
容
を
盛
り
込
ん
で
お
り（

（3
（

、
能
楽
の
創
始
説
話
と
住
吉
神
縁
起
の
融
合
と
い
う

点
か
ら
み
れ
ば
、
室
町
時
代
以
降
に
成
立
し
た
説
と
想
定
で
き
よ
う
。

　

こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
っ
て
住
吉
神
と
彦
波
瀲
武
の
同
体
説
は
、
室
町
期
に
は

広
く
流
通
し
た
住
吉
縁
起
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
管
見
の
限
り
で
は
、
住
吉

断
簡
を
遡
る
テ
キ
ス
ト
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
住
吉
断
簡
の
詞
書
が
初
発
的

な
テ
キ
ス
ト
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
詞
書
に
も
ど
ろ
う
。
七
行
目
七
文
字
目
ま
で
は
、
住
吉
大
明
神
の
顕
現

を
示
し
て
お
り
、「
神
后
御
時
」
と
「
打
順
異
州
之
敵
」
は
記
紀
に
あ
る
神
功

皇
后
の
新
羅
侵
攻
の
事
件
を
指
し
、
侵
攻
に
際
し
た
住
吉
神
徳
の
発
動
を
表
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
掲
『
深
秘
記
』
に
は
続
け
て
、
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佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
「
住
吉
大
明
神
断
簡
」
考

―
そ
の
図
様
と
詞
書
に
つ
い
て

―

後
一
千
八
百
二
十
九
年
を
経
て
、
久
く
神
帝
の
位
に
御
座
な
が
ら
、
形
を

人
身
に
現
し
て
、
人
王
十
五
代
の
御
門
神
功
皇
后
御
代
に
異
国
新
羅
・
百

済
・
高
麗
を
伐
随
し
て
、
日
本
第
一
の
鎮
守
と
あ
が
め
ら
れ
給
へ
り
。
此

の
縁
起
凡
愚
才
の
記
文
に
非
ず
し
て
、
大
日
本
国
開
闢
の
初
め
記
し
置
被

た
る
、
皇
帝
の
旧
記
中
一
点
も
誤
ら
ず
。
撰
集
後
代
の
流
記
を
写
し
為
し

て
、
是
な
り
。
住
吉
七
戸
の
神
官
外
人
に
伝
聞
す
べ
か
ら
ず
。

（
加
地
宏
江
、
中
村
直
人
、
野
高
宏
之
『
住
吉
松
葉
大
記　

中
巻
』
大
阪

市
史
編
纂
所
編
『
大
阪
市
史
史
料　

第
五
十
八
輯
』
二
〇
〇
二
年
）

と
、
傍
線
部
に
神
功
皇
后
の
御
時
に
住
吉
神
が
人
間
の
形
に
姿
を
変
え
て
異
国

に
神
徳
を
表
し
た
と
い
う
住
吉
神
縁
起
を
説
く
。

　

さ
ら
に
、
十
三
世
紀
初
め
ま
で
に
石
清
水
八
幡
宮
に
伝
わ
っ
た
八
幡
神
縁
起

を
集
成
し
た
史
料
と
し
て
知
ら
れ
る
『
宮
寺
縁
事
抄
』
第
十
三
に
は
、

仲
哀
天
皇
四
年
造
国
定
国
郡
、
同
六
年
定
国
境
、
皇
帝
五
万
軍
為
誅
新
羅

而
行
幸
、
悉
為
新
羅
被
打
、
皇
及
諸
兵
乱
戦
死
也
。
但
於
太
皇
后
申
ハ
大

多
羅
志
姫
大
発
志
、
登
四
王
寺
山
祈
願
云
、
欲
降
伏
隣
敵
、
天
王
護
助
給
、

又
以
大
鈴
附
榊
枝
、
高
振
呼
云
、
朝
底
坐
神
命
哉
、
乞
施
威
令
降
伏
敵
国
、

即
依
声
響
空
中
有
声
答
畢
、
即
夜
住
吉
大
明
神
現
形
為
夫
婦
、
又
朝
内
諸

神
各
々
相
倶
行
給
、
以
打
順
。
而
間
二
人
王
子
生
長
、
第
三
王
子
八
幡
被

妊
而
被
産
給
、
今
宇
佐
宮
是
也
。（
中
略
）

住
吉
大
明
神
古
代
始
為
第
六
代
之
皇
、
治
天
下
八
十
三
万
六
千
四
十
年
、

霊
神
之
後
、
遙
経
皇
帝
十
五
代
、
年
数
千
八
百
二
十
九
年
也
。
久
乍
坐
神

帝
之
位
、
現
形
於
人
身
、
打
順
異
州
之
敵
、
被
崇
日
本
第
一
之
鎮
守

（
神
道
体
系
編
纂
会
編
『
神
道
体
系 

神
社
編
七 

石
清
水
』
精
興
社
、

一
九
八
八
年
）

と
見
え
る
。こ
ち
ら
も
神
功
皇
后
の
新
羅
侵
攻
を
説
明
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

長
い
引
用
と
な
っ
た
の
で
概
略
を
提
示
す
れ
ば
、
仲
哀
天
皇
の
時
代
、
仲
哀
天

皇
が
新
羅
侵
攻
し
た
が
、返
り
討
ち
に
あ
っ
た
た
め
、皇
后
の
大
多
羅
志
姫
（
神

功
皇
后
）
が
四
王
山
に
登
り
、
敵
国
降
伏
を
祈
願
し
た
と
こ
ろ
住
吉
大
明
神
が

顕
現
し
、
住
吉
神
と
皇
后
が
夫
婦
と
な
り
、
日
本
の
諸
々
の
神
を
引
き
連
れ
て

新
羅
を
討
っ
た
。
さ
ら
に
王
子
が
生
ま
れ
、
第
三
王
子
は
八
幡
神
と
な
り
今
は

宇
佐
に
祀
ら
れ
る
と
い
う
。
後
半
部
は
、
住
吉
大
明
神
が
古
代
第
六
代
の
皇
で

あ
る
こ
と
、
そ
の
後
霊
神
と
な
っ
た
が
、
十
五
代
の
皇
帝
を
経
て
人
の
形
に
姿

を
現
し
、
異
州
の
敵
を
打
ち
順
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
を

一
瞥
す
る
と
住
吉
断
簡
詞
書
と
の
一
致
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
後
半
の
傍
線
部

「
第
六
代
之
皇
」
は
詞
書
二
行
目
と
対
応
し
、
傍
線
部
「
皇
帝
十
五
代
」
は
詞

書
五
行
目
末
尾
の
空
白
二
文
字
を
含
む
部
分
に
対
応
す
る
。
さ
ら
に
引
用
末
の

「
久
し
乍
ら
神
帝
之
位
に
坐
し
、
形
を
人
身
に
現
し
、
異
州
之
敵
を
打
順
す
」

と
詞
書
の
異
同
を
考
え
れ
ば
、
詞
書
に
は
「
坐
」
の
字
が
抜
け
て
お
り
読
み
下

し
づ
ら
く
、『
宮
寺
縁
事
抄
』で
は
適
切
に
読
み
下
せ
る
。
住
吉
断
簡
詞
書
と『
宮

寺
縁
事
抄
』
は
相
当
近
い
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、
詞
書
七
行
目
八
文
字
目
か
ら
伝
記
の
末
尾
ま
で
見
て
い
く
。
内
容
は

孝
謙
天
皇
の
時
代
、天
平
勝
宝
元
年
に
「
住
吉
宮
」
が
造
営
さ
れ
た
と
読
め
る
。
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国
史
の
記
述
か
ら
は
、
孝
謙
天
皇
期
に
本
殿
建
立
の
事
例
は
知
ら
れ
な
い
。
先

に
述
べ
た
通
り
『
延
喜
式
』
巻
三
神
祇
三
の
臨
時
祭
の
条
に
は
、

凡
諸
国
神
社
随
破
修
理
、
但
摂
津
国
住
吉
、
下
総
国
香
取
、
常
陸
国
鹿
島

等
正
殿
、
廿
年
一
度
改
造
、
其
料
便
用
神
税
、
如
無
神
税
、
即
充
正
税

（『
新
訂
増
補
国
史
大
系　

第
二
十
六
巻　

延
暦
交
替
式　

貞
観
交
替
式　

延
喜
交
替
式　

弘
仁
式　

延
喜
式
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
）

と
、国
家
事
業
と
し
て
二
十
年
に
一
度
の
正
殿
建
て
替
え
を
規
定
す
る
。
一
方
、

南
北
朝
期
に
興
福
寺
僧
に
よ
っ
て
編
さ
れ
、
以
降
も
書
き
継
が
れ
た
『
興
福
寺

略
年
代
記
』
に
は
、
孝
謙
天
皇
の
天
平
勝
宝
元
（
己
丑
）
年
に
住
吉
社
が
造
営

さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
お
り（

（3
（

、
各
所
に
天
平
勝
宝
年
間
草
創
説
が
伝
わ
っ
て
い
た

よ
う
だ
。
ち
な
み
に
、
先
に
挙
げ
た
応
永
・
正
長
頃
の
『
住
吉
勘
文
』
に
は
、

一
、
神
宮
寺
之
事

孝
謙
天
皇
天
平
宝
字
二
年
戊
戌
の
年
、
霊
告
に
依
り
て
、
之
を
経
始
す
。

本
尊
は
薬
師
如
来
、
十
二
神
将
、
四
大
天
王
。
勤
行
は
毎
日
朝
夕
の
外
、

毎
月
八
日
薬
師
講
筵
の
義
、
法
華
転
読
の
諸
衆
は
終
夜
な
り
。

（
加
地
宏
江
、
中
村
直
人
、
野
高
宏
之
『
住
吉
松
葉
大
記　

中
巻
』
大
阪

市
史
編
纂
所
編
『
大
阪
市
史
史
料　

第
五
十
八
輯
』
二
〇
〇
二
年
）

と
あ
り
、
孝
謙
天
皇
期
に
神
宮
寺
が
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
る
。
現
在
で
は
史
実

を
確
か
め
る
術
が
な
い
が
、
鎌
倉
か
ら
室
町
期
に
は
、
住
吉
社
の
造
営
拡
充
事

業
が
孝
謙
天
皇
代
の
天
平
宝
字
年
間
に
進
め
ら
れ
た
と
伝
来
し
た
の
だ
と
考
え

ら
れ
る
。

　

最
後
に
、
和
歌
を
考
え
る
。
こ
の
和
歌
は
古
く
は
『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
六

「
か
さ
さ
ぎ
」
に
「
夜
や
寒
き
衣
や
薄
き
鵲
の
行
き
あ
ひ
の
橋
に
霜
や
置
く
ら

む
（
（3
（

」
と
収
録
さ
れ
、『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
十
九
神
祇
段
に
は
「
夜
や
さ
む
き

衣
や
う
す
き
か
た
そ
ぎ
の
ゆ
き
あ
ひ
の
ま
よ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

霜
や
お
く
ら
む（

（3
（

」
と
収
録
さ
れ

る
。
修
辞
に
多
少
の
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
同
種
の
和
歌
と
認
め
ら
れ
る
。
歌

語
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
先
の
『
俊
頼
髄
脳
』
の
解
釈
の
通
り
で
あ
る
。「
片

そ
ぎ
」
の
意
が
理
解
さ
れ
る
と
、
千
木
の
片
そ
ぎ
に
隙
間
が
で
き
、
霜
が
お
り

て
し
ま
う
ほ
ど
社
殿
が
荒
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
住
吉
神
は
と

あ
る
御
代
の
天
皇
に
、
和
歌
を
用
い
て
自
身
へ
の
信
仰
が
久
し
く
な
っ
て
は
い

な
い
か
と
呼
び
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
章
に
お
い
て
住
吉
断
簡
の
画
面
に

は
「
よ
や
さ
む
き
～
」
の
和
歌
に
相
応
し
い
モ
チ
ー
フ
が
表
さ
れ
る
と
述
べ
た
。

画
面
か
ら
漂
う
神
域
の
神
寂
び
た
雰
囲
気
も
ま
た
、
こ
れ
は
詞
書
の
和
歌
「
よ

や
さ
む
き
～
」
の
歌
意
の
投
影
と
い
え
ま
い
か
。
こ
の
表
現
の
実
現
に
は
、
優

れ
た
絵
師
と
歌
人
の
関
与
が
あ
っ
た
と
思
え
て
な
ら
な
い
。

　

以
上
、
住
吉
断
簡
詞
書
の
読
解
を
行
っ
た
。
詞
書
の
住
吉
神
と
彦
波
瀲
武
同

体
説
や
神
功
皇
后
の
新
羅
侵
攻
の
縁
起
の
源
流
は
記
紀
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
は
記
紀
を
直
接
的
に
引
用
せ
ず
、
佐
竹
本
成
立
ま
で

に
流
通
し
た
住
吉
神
縁
起
を
切
り
貼
り
し
た
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
文
章

と
認
め
ら
れ
る
。
佐
竹
本
が
制
作
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
特
製
さ
れ
た
歌
仙
伝
記

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
よ
や
さ
む
き
～
」
の
和
歌
は
、
源
俊
頼
や
藤
原

清
輔
に
よ
っ
て
歌
物
語
が
伝
え
ら
れ
、佐
竹
本
の
柿
本
人
麿
像
に
採
ら
れ
る「
ほ
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佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
「
住
吉
大
明
神
断
簡
」
考

―
そ
の
図
様
と
詞
書
に
つ
い
て

―

の
ぼ
の
と
あ
か
し
の
う
ら
の
あ
さ
ぎ
り
に
し
ま
か
く
れ
い
く
舟
を
し
ぞ
お
も

ふ
」
と
同
じ
よ
う
に
住
吉
神
の
代
表
歌
と
し
て
、
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
と
言

え
る
。

　
　
　

二
、
住
吉
断
簡
の
「
二
つ
の
社
」
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
、
前
章
に
て
言
及
し
た
「
二
つ
の
社
」
の
課
題
に
立
ち
返
り
た
い
。

住
吉
断
簡
に
お
け
る
住
吉
社
殿
は
二
棟
し
か
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
図
様
に

は
何
ら
か
の
意
図
が
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
前
章
に
て
住
吉
断
簡
の
図
様
が

「
よ
や
さ
む
き
～
」
の
和
歌
及
び
『
俊
頼
髄
脳
』
を
仄
め
か
す
も
の
だ
と
想
定

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
仮
定
を
重
ね
る
こ
と
に
な
る
が
、
以
下
に
「
二
つ
の
社
」

の
表
す
「
二
柱
の
神
」
の
可
能
性
を
提
示
し
、
御
批
正
を
仰
ぎ
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
、
梅
園
惟
朝
『
住
吉
松
葉
大
記
』
勘
文
部
巻
十
を
確
認
す
る
。
こ
こ
に

は
、

　
　

○
深
秘
義

　
　

一
、
諏
訪
大
明
神

　
　

二
、
同
前

　
　

三
、
住
吉
大
明
神
［
甲
冑
を
着
け
給
ふ
。
異
国
降
伏
せ
ん
が
為
な
り
］

　
　

四
、
同
前

今
案
ず
る
に
、
此
深
秘
義
曾
て
其
道
理
な
し
。
諏
訪
大
明
神
は
健
南
方
富

命
也
。
此
命
も
神
功
皇
后
新
羅
征
伐
の
時
出
現
ま
し
ま
し
て
皇
軍
を
助
け

給
ふ
由
、
世
上
流
布
の
書
に
は
見
え
た
り
と
云
へ
共
、
住
吉
一
の
本
殿
を

此
神
と
は
中
々
申
難
し
、
又
二
同
前
と
云
へ
る
は
、
二
の
神
殿
も
又
諏
訪

明
神
と
に
や
、
一
の
神
殿
・
二
の
神
殿
皆
諏
訪
明
神
と
の
事
、
定
め
て
深

秘
の
説
に
は
あ
ら
ん
な
れ
ど
も
、
都
に
信
ず
ま
じ
き
説
也
。

（
加
地
宏
江
、
中
村
直
人
、
野
高
宏
之
『
住
吉
松
葉
大
記　

中
巻
』
大
阪

市
史
編
纂
所
編
『
大
阪
市
史
史
料　

第
五
十
八
輯
』
二
〇
〇
二
年
）

と
示
さ
れ
る
。『
住
吉
松
葉
大
記
』
に
引
用
さ
れ
た
「
応
永
・
正
長
の
間
」
の

勘
文
に
、
住
吉
社
一
宮
、
二
宮
に
は
諏
訪
大
明
神
を
奉
り
、
三
宮
、
四
宮
に
は

住
吉
大
明
神
を
奉
る
と
い
う
秘
説
が
伝
わ
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
編
者
の
梅
園

惟
朝
は
こ
の
秘
説
を
信
じ
が
た
い
説
と
す
る
。
こ
の
住
吉
大
明
神
・
諏
訪
大
明

神
の
二
柱
を
奉
る
説
は
、
神
功
皇
后
新
羅
侵
攻
に
助
力
し
た
二
柱
の
神
の
言
説

に
基
づ
い
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
南
北
朝
時
代
に
卜
部
氏
に
よ
っ
て
撰

作
さ
れ
た
諸
神
の
縁
起
集
成
で
あ
る
『
類
従
既
験
抄
』
に
は
、

一
諏
訪
并
住
吉
大
明
神

昔
神
功
皇
后
責
新
羅
之
時
。
二
神
船
ノ
ト
モ
ヘ
ニ
立
給
テ
。
奉
守
護
云
々
。

其
内
一
神
ヲ
バ
。
信
乃
国
諏
訪
郡
ニ
奉
祟
之
。
為
鎮
護
東
国
也
。
此
号
諏

訪
大
明
神
也
。
一
神
ヲ
摂
津
国
住
吉
郡
奉
祟
之
。
為
降
伏
異
国
之
。
神
社

奉
向
異
国
也
。
三
社
三
重
ナ
リ
。
是
軍
立
。

（『
続
群
書
類
従　

第
三
輯
上　

神
祇
部
』（
改
訂
三
版
）
続
群
書
類
従
完

成
会
、
一
九
五
九
年
）

と
あ
り
、
神
功
皇
后
が
新
羅
を
討
と
う
と
す
る
と
き
に
、
住
吉
明
神
と
諏
訪
明

神
が
皇
后
の
乗
船
を
守
護
し
た
と
述
べ
る
。
住
吉
大
明
神
は
摂
津
国
す
な
わ
ち
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現
在
の
住
吉
大
社
の
地
に
、
も
う
一
柱
は
信
濃
国
諏
訪
郡
に
諏
訪
大
明
神
と
し

て
奉
っ
た
と
示
す
。
さ
ら
に
、『
平
家
物
語
』
の
異
本
の
一
つ
で
あ
る
『
源
平

盛
衰
記
』
慶
長
古
活
字
版
巻
四
十
三
「
住
吉
の
鏑
並
神
功
新
羅
を
攻
む
附
諏
訪

並
諸
神
一
階
の
事
」
で
は
、

昔
第
十
五
代
の
帝
仲
哀
天
皇
の
后
神
功
皇
后
の
御
宇
、
新
羅
の
西
戎
我
が

国
を
背
く
由
聞
え
け
れ
ば
、
皇
后
異
賊
を
攻
む
べ
き
旨
天
照
大
神
に
申
さ

れ
、
謹
ん
で
懈
る
事
な
か
れ
と
て
、
二
人
の
荒
み
さ
き
を
差
副
へ
給
へ
り
。

（
中
略
）
二
人
の
荒
み
さ
き
、
一
人
は
摂
津
国
住
吉
郡
に
留
ま
り
給
ふ
。

今
の
住
吉
大
明
神
な
り
。
巨
海
の
浪
に
交
は
り
て
は
水
畜
を
利
益
し
、
禁

闕
の
窗
に
臨
ん
で
は
玉
体
を
守
護
せ
り
。
社
は
千
木
の
片
殺
神
寂
び
、
松

の
緑
生
ひ
替
り
、
形
は
皤
々
た
る
老
翁
な
り
。
幾
万
世
を
経
給
ひ
け
ん
。

一
人
は
信
濃
国
諏
方
郡
に
跡
を
垂
る
。
即
、
諏
訪
明
神
、
こ
れ
な
り
。

（『
校
註
日
本
文
学
大
系　

第
十
六
巻
』
国
民
図
書
、
一
九
三
五
年
）

と
、
神
功
皇
后
の
新
羅
侵
攻
を
説
く
。
こ
こ
で
は
、
住
吉
神
と
諏
訪
神
が
伊
勢

の
天
照
大
神
か
ら
使
わ
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
住
吉
神
の
社
と
そ
の
姿
を
説

明
し
て
お
り
、
社
殿
は
住
吉
神
詠
を
引
用
し
「
千
木
の
片
殺
」
が
神
さ
び
、
緑

の
松
が
生
え
替
わ
る
様
子
で
、
神
の
姿
は
老
翁
で
あ
る
と
述
べ
る
。

　

こ
の
住
吉
・
諏
訪
二
柱
の
秘
説
は
、
梅
園
惟
朝
の
言
う
通
り
疑
わ
し
い
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
住
吉
断
簡
詞
書
が
神
功
皇
后
の
新
羅
侵
攻
の
説
を

採
る
八
幡
信
仰
（
神
功
皇
后
信
仰
か
）
と
の
関
わ
り
が
垣
間
見
ら
れ
る
以
上
、

可
能
性
と
し
て
は
棄
て
き
れ
な
い（

（3
（

。

　

さ
て
、
も
う
一
つ
、
住
吉
社
域
西
側
に
並
ぶ
二
社
に
奉
ら
れ
る
神
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。
現
在
は
神
功
皇
后
が
奉
ら
れ
る
西
南
側
の
社
に
は
、
十
一
世

紀
後
半
に
住
吉
社
の
神
主
で
あ
っ
た
津
守
国
基
が
、
住
吉
社
が
和
歌
に
徳
の
あ

る
神
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
、
玉
津
島
明
神
を
奉
っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ

る
（
（4
（

。
史
料
を
見
て
み
れ
ば
、『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
一
「
慈
覚
大
師
如
意
経
を

書
き
け
る
時
住
吉
神
託
宣
の
事
并
び
に
住
吉
社
由
来
の
事
」
に
は
、

又
津
守
国
基
申
侍
り
け
る
は
「
南
社
は
衣
通
姫
也
玉
津
島
明
神
と
申
也
。

和
歌
浦
に
玉
津
島
の
明
神
と
申
、
此
衣
通
姫
也
。
昔
彼
浦
の
風
景
を
饒
思

食
し
故
に
跡
を
た
れ
お
は
し
ま
す
な
り
。」
と
ぞ
。

（『
日
本
古
典
文
学
大
系 

第
八
十
四
巻 

古
今
著
聞
集
』
岩
波
書
店
、
一
九

六
六
年
）

と
あ
り
、
ま
た
、
六
条
清
輔
の
歌
論
集
『
奥
義
抄
』
下
巻
人
名
部
の
衣
通
姫
解

説
に
お
い
て
、

住
吉
の
社
は
四
社
お
は
し
ま
す
。
南
社
は
此
衣
通
姫
也
。
玉
津
島
明
神
と

申
す
也
と
ぞ
津
守
国
基
は
将
作
に
語
り
申
し
け
る
。

（
佐
々
木
信
綱
編
『
日
本
歌
学
大
系 

第
一
巻
』
風
間
書
房
、一
九
五
八
年
）

と
、
南
社
に
は
玉
津
島
神
が
奉
ら
れ
る
と
記
述
が
あ
る
。
南
社
が
住
吉
社
に
建

つ
南
西
の
本
殿
を
指
す
か
は
、
一
考
を
要
す
る
が
、
中
世
の
歌
人
ら
の
間
に
住

吉
社
に
は
和
歌
浦
の
玉
津
島
神
が
奉
ら
れ
る
と
の
共
通
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
は

間
違
い
が
な
い
。『
津
守
国
基
集
』（
書
陵
部
本
、
一
五
三
番
歌
）
に
は
、

住
吉
の
堂
の
壇
の
い
し
と
り
に
、
き
の
く
に
に
ま
か
り
た
り
し
に
、
わ
か
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佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
「
住
吉
大
明
神
断
簡
」
考

―
そ
の
図
様
と
詞
書
に
つ
い
て

―

の
う
ら
の
た
ま
つ
し
ま
に
神
の
や
し
ろ
お
は
す
、
た
つ
ね
き
け
は
、
そ
と

を
り
ひ
め
の
こ
の
と
こ
ろ
を
お
も
し
ろ
か
り
て
、
か
み
に
な
り
て
お
は
る

な
り
、
と
か
の
わ
た
り
の
人
の
い
ひ
は
へ
り
し
か
は
、
よ
み
て
た
て
ま
つ

り
し
。

と
し
ふ
れ
と
お
い
も
せ
す
し
て
わ
か
の
う
ら
に
い
く
よ
に
な
り
ぬ
た
ま
つ

し
ま
ひ
め

か
く
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
た
り
し
夜
の
夢
に
、
か
ら
か
み
あ
け
て
、
裳
か

ら
き
ぬ
き
た
る
女
房
十
人
は
か
り
い
て
き
た
り
て
、
う
れ
し
き
よ
ろ
こ
ひ

に
い
ふ
な
り
、
と
て
と
る
へ
き
い
し
と
も
を
お
し
へ
ら
る
、
お
し
へ
の
ま

ま
に
も
と
む
れ
は
、
ゆ
め
の
つ
げ
の
ま
ま
に
い
し
あ
り
、
い
し
つ
く
り
し

て
わ
ら
す
れ
ば
、
一
度
に
十
二
に
こ
そ
わ
れ
て
は
へ
り
し
か
は
、
壇
の
か

つ
ら
い
し
に
か
な
ひ
侍
り
に
き

（
和
歌
史
研
究
会
『
私
家
集
大
成　

第
二
巻　

中
古
Ⅱ
』
明
治
書
院
、
一

九
七
五
年
）

と
、
国
基
が
和
歌
の
浦
で
和
歌
を
詠
み
、
衣
通
姫
の
夢
告
を
得
て
、
神
宮
寺
の

石
材
を
採
集
し
た
詞
書
が
記
さ
れ
る（

（4
（

。
こ
こ
で
は
玉
津
島
神
が
和
歌
の
奉
納
を

う
け
、
感
応
す
る
神
と
し
て
国
基
に
験
を
与
え
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
藤
原
清
輔
『
袋
草
紙
』
を
見
れ
ば
、

赤
染
衛
門

か
は
ら
む
と
お
も
ふ
い
の
ち
は
お
し
か
ら
で
さ
て
も
わ
か
れ
ん
こ
と
ぞ
か

な
し
き

た
の
み
て
は
ひ
さ
し
く
な
り
ぬ
す
み
よ
し
の
ま
つ
こ
の
た
び
の
し
る
し
み

せ
な
む

ち
と
せ
よ
と
ま
だ
み
ど
り
ご
に
あ
り
し
よ
り
た
だ
す
み
よ
し
の
ま
つ
を
い

の
り
き

是
ハ
、
江
挙
周
和
泉
ノ
任
ヲ
去
リ
テ
之
後
、
重
病
ニ
悩
ミ
テ
住
吉
之
祟
有

ル
之
由
ナ
リ
。
仍
リ
テ
幣
ヲ
彼
ノ
社
ニ
奉
ル
之
時
、
三
本
ノ
幣
ニ
各
書
ク

所
ノ
歌
也
。
其
ノ
時
、
人
ノ
夢
ニ
白
髪
ノ
老
翁
社
中
ヨ
リ
出
来
テ
此
幣
ヲ

取
リ
テ
入
ル
。
其
ノ
後
、
病
平
癒
ス
ト
云
云
。

（
藤
岡
忠
美
『
袋
草
紙
考
証　

雑
談
篇
（
研
究
叢
書
一
〇
二
）』
和
泉
書
院
、

一
九
九
一
年
）

赤
染
衛
門
は
息
子
大
江
挙
周
の
病
平
癒
の
た
め
に
、住
吉
神
に
和
歌
を
奉
納
し
、

住
吉
神
は
こ
の
和
歌
に
感
応
し
て
、
挙
周
を
癒
や
し
た
歌
物
語
が
伝
わ
る（

（4
（

。
後

世
和
歌
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
る
両
神
が
と
も
に
、
詠
歌
に
感
応
し
、
姿
を
現
し

て
験
を
与
え
る
神
と
語
ら
れ
た
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。

　

以
上
の
十
一
世
紀
か
ら
十
二
世
紀
前
半
の
和
歌
神
と
し
て
の
住
吉
神
信
仰
を

考
え
る
と
、
源
俊
頼
が
『
俊
頼
髄
脳
』
に
「
よ
や
さ
む
き
～
」
の
解
釈
を
著
す

と
き
に
、「
二
つ
の
社
さ
し
あ
ひ
て
あ
れ
ば
」
と
し
た
の
は
、
津
守
家
が
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
た
「
歌
神
」
二
柱
を
意
識
し
た
ゆ
え
の
記
述
と
推
測
で
き
る
。
そ

し
て
、
住
吉
断
簡
に
描
か
れ
る
「
二
つ
の
社
」
も
ま
た
、
住
吉
神
と
玉
津
島
神

と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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三
、
詞
書
の
背
景
試
論

　

最
後
に
、住
吉
断
簡
詞
書
を
編
纂
し
た
作
者
と
そ
の
周
辺
に
触
れ
て
お
こ
う
。

当
然
、
三
十
六
歌
仙
を
企
図
し
た
人
間
と
し
て
和
歌
に
親
し
ん
で
い
た
人
物
や

佐
竹
本
の
よ
う
な
様
式
的
に
優
れ
た
作
品
が
作
ら
れ
る
に
は
皇
族
な
い
し
上
流

の
貴
族
の
関
与
が
想
定
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
、
住
吉
断
簡
詞
書
と
一
致
す
る
テ
キ
ス
ト
を
収
録
す
る
『
宮
寺
縁
事

抄
』
の
成
立
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
こ
の
史
料
は
、
石
清
水
八
幡
宮
の
別
当

を
務
め
た
田
中
宗
清
が
、
当
時
流
通
し
て
い
た
八
幡
縁
起
を
網
羅
的
に
聚
成
し

た
文
献
と
し
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
編
纂
事
業
は
宗
清
の
父
、
道
清
の
影
響
と
指

導
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
テ
キ
ス
ト
に
は
両
者
の
署
判
が
残
る
（
（4
（

。
そ
の

編
纂
時
期
は
、
宗
清
が
八
幡
宮
別
当
と
な
る
前
の
石
清
水
権
別
当
、
筥
崎
宮
検

校
職
に
就
い
て
い
た
時
期
、
寛
喜
年
間
（
一
二
二
九
～
三
一
）
ま
で
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

　

こ
の
『
宮
寺
縁
事
抄
』
の
編
纂
者
石
清
水
社
田
中
家
の
道
清
・
宗
清
父
子
は

和
歌
と
無
関
係
の
人
物
で
は
な
い
。
父
道
清
は
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
に
採
択
さ

れ
る
歌
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
宗
清
は
当
代
随
一
の
歌
人
で
あ
る
藤
原
定
家

と
の
交
流
を
密
に
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（

（4
（

。
藤
原
定
家
の
日
記『
明
月
記
』

の
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
三
月
二
日
、
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
二
月
七
日

条
を
見
て
み
れ
ば
、

二
日
、
天
快
晴
（
中
略
）
宗
清
法
印
書
状
云
、
幸
清
所
望
已
成
就
、
於
今

者
所
存
遁
世
之
儀
者
、
能
可
被
案
由
答
之

七
日
、
天
晴
、
宿
雪
不
穏
庭
草
、
朝
宗
清
法
印
送
生
麝
［
其
體
偏
似
猫
、

其
顔
細
長
、
於
尾
者
只
虎
毛
猫
也
］
鸚
歌
と
云
鳥
為
一
見
也
、
可
進
殿
下

（
道
家
）
云
々
、
其
鳥
大
同
鴨
、
色
青
、
毛
極
濃
柔
、
觜
如
鷹
而
細
、
食

柑
子
栗
柿
等
云
々
。（
傍
線
、
括
弧
内
追
記
は
筆
者
に
よ
る
。［　

］
内
は

割
注
。）

（
難
波
常
雄
ほ
か
校
『
明
月
記
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
〇
年
）

と
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
定
家
と
宗
清
と
の
交
流
の
記
事
で
あ
る
。
三
月
二
日
の

記
事
は
、
田
中
宗
清
が
石
清
水
八
幡
宮
の
別
当
職
を
善
法
寺
家
と
争
い
、
善
法

寺
幸
清
に
先
に
別
当
職
を
継
承
さ
れ
た
時
期
に
、
定
家
に
宛
て
た
嘆
訴
の
書
状

が
届
い
た
こ
と
を
記
す
。
定
家
は
遁
世
を
考
え
る
宗
清
を
た
し
な
め
て
い
る
。

二
月
七
日
の
記
事
は
、
宗
清
が
海
外
と
の
通
商
で
得
た
珍
し
い
動
物
を
定
家
に

贈
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
定
家
は
こ
れ
ら
珍
獣
を
受
け
取
っ
た
が
、
九
条
道
家

に
贈
る
よ
う
宗
清
に
勧
め
て
い
る
。
宗
清
と
定
家
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
藤
本

孝
一
氏
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
所
蔵
の
『
明
月
記
』
の
紙
背
文
書
に
は
宗
清

か
ら
定
家
に
宛
て
ら
れ
た
書
状
が
十
一
件
残
さ
れ
て
い
て
、
交
流
が
単
な
る
ビ

ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
な
も
の
で
は
な
く
、
家
族
ぐ
る
み
の
交
流
で
あ
っ
た
と
指
摘
す

る
（
（4
（

。

　

こ
れ
ら
の
史
料
に
み
る
定
家
と
宗
清
の
深
い
関
係
を
踏
ま
え
れ
ば
、『
宮
寺

縁
事
抄
』
編
纂
の
た
め
田
中
宗
清
が
収
集
し
て
い
た
八
幡
神
縁
起
系
の
住
吉
神

縁
起
テ
キ
ス
ト
が
、
藤
原
定
家
周
辺
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
想
像
し
た
く
な
る
。

逆
に
藤
原
定
家
が
和
歌
神
と
し
て
信
仰
し
て
い
た
住
吉
社
の
縁
起
文
を
保
持
し
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佐
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歌
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絵
「
住
吉
大
明
神
断
簡
」
考

―
そ
の
図
様
と
詞
書
に
つ
い
て

―

て
お
り
、『
宮
寺
縁
事
抄
』
編
纂
に
あ
た
り
提
供
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

ま
た
、
定
家
に
よ
る
歌
仙
伝
の
収
集
を
考
え
る
と
き
、『
続
後
撰
和
歌
集
』

雑
中
の
以
下
の
和
歌
に
留
意
さ
れ
る
。

為
家
参
議
の
時
、
八
代
集
作
者
四
位
以
下
の
伝
し
る
し
て
と
申
し
侍
り
し

を
お
く
り
つ
か
は
す
と
て
か
き
そ
へ
て
侍
り
し

�

中
原
師
季

も
し
ほ
草
か
き
あ
つ
め
て
も
か
ひ
ぞ
な
き
ゆ
く
へ
も
し
ら
ぬ
わ
か
の
浦
風

�

（『
新
編
国
歌
大
観　

第
一
巻　

勅
撰
集
編
』
角
川
書
店
、
一
九
八
三
年
）

　

こ
の
詞
書
に
よ
っ
て
、
大
外
記
中
原
師
季
が
定
家
息
藤
原
為
家
に
歌
人
伝
を

送
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
小
川
剛
生
氏
に
よ
れ
ば
、
為
家
は
定
家
が
撰
者

を
務
め
た
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
の
撰
集
（
文
暦
二
（
一
二
三
五
）
年
奏
上
）
を

助
力
し
て
お
り
、ま
た
『
明
月
記
』
の
記
事
（
（4
（

か
ら
、『
新
勅
撰
和
歌
集
』
に
は
「
荒

目
録
」（
現
存
せ
ず
）
が
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
、「
為
家
参
議
の
時
」
に
「
八

代
集
に
入
っ
た
、
四
位
以
下
の
作
者
の
伝
記
を
調
べ
さ
せ
た
動
機
は
十
分
に
あ

る
」
と
い
う（

（4
（

。
小
川
氏
は
加
え
て
、
十
四
世
紀
に
二
条
家
歌
人
で
あ
る
藤
原
盛

徳
お
よ
び
惟
宗
光
之
が
順
次
編
纂
し
た
勅
撰
集
歌
人
の
目
録
で
あ
る
『
勅
撰
作

者
部
類
』
の
成
立
に
つ
い
て
、依
拠
し
た
先
行
テ
キ
ス
ト
の
存
在
を
考
察
さ
れ
、

為
家
の
関
わ
っ
た
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
の
「
荒
目
録
」
を
含
む
勅
撰
集
の
作
者

目
録
が
御
子
左
家
・
二
条
家
へ
伝
来
し
『
勅
撰
作
者
部
類
』
編
集
に
利
用
さ
れ

た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。『
勅
撰
作
者
部
類
』
に
お
け
る
三
十
六
歌
仙
の
伝
記

は
ご
く
簡
素
で
は
あ
る
も
の
の
、
佐
竹
本
詞
書
の
一
部
と
一
致
す
る
記
述
が
見

ら
れ
、
猿
丸
大
夫
を
除
い
て
三
十
六
人
の
歌
仙
の
略
伝
を
記
載
す
る（

（4
（

。
佐
竹
本

詞
書
の
成
立
に
は
、
代
々
歌
道
家
に
伝
来
し
た
勅
撰
和
歌
集
の
編
纂
に
応
じ
た

作
家
目
録
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

勿
論
『
宮
寺
縁
事
抄
』
の
テ
キ
ス
ト
の
一
致
か
ら
想
定
さ
れ
る
状
況
だ
け
を

根
拠
に
、
佐
竹
本
詞
書
の
編
集
者
が
藤
原
定
家
や
そ
の
周
辺
に
あ
る
、
と
断
言

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
佐
竹
本
及
び
上
畳
本
三
十
六
歌
仙

絵
の
祖
本
の
問
題
や
佐
竹
本
成
立
年
代
論
に
一
つ
の
材
料
が
加
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
。『
宮
寺
縁
事
抄
』
の
成
立
時
期
は
、
歌
仙
絵
が
盛
ん
に
制
作
さ
れ
た
時
期

に
重
な
る
。『
明
月
記
』
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
八
月
十
二
日
条（

（4
（

に
は
、
九

条
基
家
の
選
ん
だ
歌
人
を
描
い
た
「
三
十
六
人
歌
合
絵
」
の
記
事
が
あ
り
、
こ

れ
は
治
承
年
間
に
制
作
さ
れ
た
「
治
承
三
十
六
歌
仙
絵
（
（5
（

」
や
賀
茂
重
保
邸
の
障

子
絵
（
（5
（

と
お
な
じ
く
当
代
の
歌
人
を
描
い
た
歌
仙
絵
で
あ
る
。
ま
た
、
承
久
の
乱

の
の
ち
隠
岐
に
配
流
さ
れ
た
後
鳥
羽
院
が
企
画
し
た
『
時
代
不
同
歌
合
』
に
は
、

は
じ
め
か
ら
歌
人
の
姿
が
添
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（5
（

。
こ
の
「
時
代
不
同
歌

合
絵
」
で
は
同
時
代
の
歌
人
と
古
の
姿
の
知
ら
れ
な
い
歌
人
が
番
わ
れ
て
描
か

れ
た
。
治
承
年
間
以
来
の
伝
統
的
歌
仙
絵
が
描
か
れ
、
な
お
か
つ
姿
の
知
ら
れ

な
い
歌
仙
を
描
く
と
い
う
新
た
な
表
現
の
創
造
さ
れ
た
歌
仙
絵
制
作
が
活
発
と

な
る
こ
の
時
期
に
佐
竹
本
の
原
初
と
な
る
作
品
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
考
え
た

い
。

　

さ
て
、
近
時
土
屋
貴
裕
氏
は
、
佐
竹
本
は
俊
成
、
定
家
と
続
く
御
子
左
家
に

よ
っ
て
企
画
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
と
述
べ
、
佐
竹
本
は
当
初
上
巻
に
玉
津
島
明
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神
が
著
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
佐
竹
本
上
下
巻
冒
頭
の
両
神
の
描
写
は
反
御

子
左
家
勢
力
に
対
抗
し
て
、
住
吉
明
神
と
玉
津
島
明
神
を
和
歌
の
神
と
し
て
推

挙
し
た
い
政
治
的
要
因
が
あ
る
と
推
察
す
る（

（5
（

。
本
稿
の
仮
説
を
踏
ま
え
れ
ば
、

十
三
世
紀
後
半
に
お
け
る
御
子
左
家
歌
人
の
佐
竹
本
形
式
尊
重
の
理
由
は
御
子

左
家
流
の
和
歌
神
の
確
立
だ
け
で
な
く
、
定
家
尊
重
の
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
笠
嶋
忠
幸
氏
は
佐
竹
本
詞
書
に
お
け
る
後
京
極

様
の
価
値
を
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
佐
竹
本
に
権
威
あ
る
筆
様
が
用
い
ら
れ
た
意

図
を
考
察
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
こ
の
と
き
、
佐
竹
本
の
祖
と
な
る
作
品
に
九
条
家
の

関
与
が
あ
っ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
筆
様
選
択
の
一
応
の
筋
は
通
る
だ
ろ
う
。
佐

竹
本
の
筆
者
は
明
ら
か
に
し
難
い
が
、
ひ
と
ま
ず
は
佐
竹
本
の
原
本
と
な
る
歌

仙
絵
が
承
久
の
乱
以
降
に
藤
原
定
家
と
九
条
家
周
辺
で
新
た
に
作
ら
れ
た
と
仮

説
を
立
て
（
（5
（

、
今
後
の
懸
案
と
し
た
い
。

お
わ
り
に
か
え
て

　

本
稿
で
は
、
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
の
住
吉
大
明
神
断
簡
に
表
現
さ
れ
る
要

素
を
糸
口
に
し
て
、
佐
竹
本
に
お
け
る
、
和
歌
と
歌
仙
図
様
の
交
響
と
い
う
表

現
の
特
徴
を
確
認
し
た
。
鑑
賞
者
に
対
し
、
住
吉
断
簡
の
図
様
か
ら
「
よ
や
さ

む
き
～
」
と
い
う
住
吉
神
詠
を
想
起
さ
せ
る
構
造
は
、
佐
竹
本
通
有
の
美
意
識

が
働
い
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
住
吉
断
簡
詞
書
の
精
読
に
よ
り
、
佐
竹
本

の
元
と
な
る
歌
仙
絵
、
歌
仙
伝
の
可
能
性
を
探
っ
た
。
住
吉
断
簡
詞
書
が
、
住

吉
社
「
公
式
」
の
表
筒
男
尊
、
中
筒
男
尊
、
底
筒
男
尊
で
は
な
く
、
八
幡
神
縁

起
の
住
吉
神
を
説
く
こ
と
を
認
識
で
き
た
。
武
神
と
し
て
尊
崇
さ
れ
る
八
幡
神

で
は
あ
る
が
、
歌
合
と
も
無
関
係
の
神
で
は
な
く
、
先
に
長
元
八
年
（
一
〇
三

五
）
の
藤
原
頼
通
に
よ
る
歌
合
の
日
記
に
は
、
歌
合
の
の
ち
に
左
方
の
歌
人
が

石
清
水
八
幡
宮
と
住
吉
社
を
セ
ッ
ト
で
詣
で
た
こ
と
が
伝
わ
る（

（5
（

。
住
吉
神
、
玉

津
島
神
そ
し
て
柿
本
人
麿
と
、
和
歌
の
三
神
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
中
世
期
の
和

歌
と
神
の
関
係
に
つ
い
て
今
後
の
検
討
を
要
す
る
。
本
稿
が
中
世
歌
仙
絵
と
住

吉
大
明
神
信
仰
に
つ
い
て
考
え
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
住
吉
断
簡
の
大
き
な
課
題
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
佐
竹
本
歌
仙
絵

に
な
ぜ
、
住
吉
大
明
神
が
表
さ
れ
る
の
か
と
い
う
課
題
で
あ
る
。
鴨
長
明
『
無

名
抄
』
の
道
因
法
師
の
住
吉
社
月
詣
説
話（

（5
（

や
藤
原
定
家
の
『
千
五
百
番
歌
合
』

千
九
十
三
番
に
お
け
る
「
わ
が
み
ち
を
ま
も
ら
ば
き
み
を
ま
も
る
ら
ん
よ
は
ひ

は
ゆ
づ
れ
す
み
よ
し
の
松
」
と
い
う
和
歌
（
（5
（

を
み
る
と
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
期

に
か
け
て
の
歌
人
た
ち
は
、
住
吉
神
の
「
秀
歌
を
詠
ま
せ
る
神
」、「
和
歌
道
を

守
る
神
」
と
い
う
性
質
に
崇
敬
の
念
を
抱
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
れ
に
加
え

て
、
先
の
藤
原
清
輔
『
袋
草
紙
』
や
『
古
今
著
聞
集
』
所
収
の
大
江
挙
周
の
病

気
平
癒
を
祈
る
赤
染
衛
門
和
歌
奉
納
の
説
話
を
読
め
ば
、
住
吉
神
が
「
よ
い
和

歌
に
感
応
し
、
験
を
起
こ
す
神
」
と
信
仰
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

ま
で
は
、住
吉
神
を
た
だ
漠
然
と
「
和
歌
神
」
と
と
ら
え
て
き
た
が
、そ
の
「
和

歌
神
」
の
性
格
は
多
様
で
あ
り
、
佐
竹
本
の
課
題
を
考
察
す
る
上
で
は
、
そ
の

本
質
を
掴
む
か
、
す
く
な
く
と
も
中
世
の
住
吉
信
仰
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
必
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佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
「
住
吉
大
明
神
断
簡
」
考

―
そ
の
図
様
と
詞
書
に
つ
い
て

―

要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
住
吉
断
簡
に
記
さ
れ
た
「
よ
や
さ
む
き
～
」
の
歌
物
語

は
、
住
吉
神
か
ら
天
皇
へ
詠
み
か
け
た
和
歌
と
伝
承
さ
れ
、
こ
こ
に
は
歌
人
と

し
て
の
住
吉
神
の
姿
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
単
な
る
文
学
的
に
優
秀
な

和
歌
を
詠
む
歌
人
で
は
な
く
、
人
々
の
情
念
を
突
き
動
か
す
優
れ
た
歌
を
詠
み

出
す
「
歌
仙
」
と
し
て
の
住
吉
神
の
姿
で
あ
る
。
住
吉
神
を
「
歌
仙
」
と
定
立

す
る
こ
と
は
、
佐
竹
本
を
明
ら
か
に
す
る
新
た
な
視
点
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

住
吉
断
簡
の
住
吉
神
が
老
翁
の
形
で
描
か
れ
な
い
こ
と
も
含
め
、
今
後
考
察
を

進
め
た
い
と
思
う
。

【
註
】

（
1
）	

大
阪
市
立
美
術
館
『
住
吉
さ
ん 

住
吉
大
社
一
八
〇
〇
年
の
歴
史
と
美
術
』

展
（
二
〇
一
〇
年
）
の
こ
と
。

（
2
）	

土
井
久
美
子
「
描
か
れ
た
住
吉
の
イ
メ
ー
ジ　

浜
松
・
鷺
か
ら
太
鼓
橋
へ
」

（
先
掲
（
1
）
図
録
）
に
、「
鎌
倉
時
代
に
制
作
さ
れ
た
三
件
の
作
品
」
と

し
て
示
さ
れ
る
。

（
3
）	

京
都
国
立
博
物
館
『
流
転
一
〇
〇
年　

佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
と
王
朝
の

美
』
展
（
二
〇
一
九
年
）
の
こ
と
。

（
4
）	

近
年
の
東
京
国
立
博
物
館
『
歌
仙
絵
』
特
別
室
展
示
図
録
（
二
〇
一
六
年
）

や
先
掲
（
3
）
の
展
覧
会
に
お
い
て
、
大
正
時
代
ま
で
の
伝
来
が
解
説
さ

れ
る
。

（
5
）	

藤
原
公
任
撰
『
三
十
六
人
撰
』
に
は
諸
本
伝
わ
っ
て
お
り
、
比
較
的
参
照

し
や
す
い
の
は
『
群
書
類
従
』
本
と
『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
の
宮
内
庁

書
陵
部
本
（
五
〇
一
・
一
九
）
で
あ
ろ
う
か
。
因
み
に
前
者
は
、
羅
列
形

式
で
、
後
者
は
歌
合
形
式
で
歌
人
を
載
せ
る
。
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
は

上
下
巻
に
歌
人
が
分
け
ら
れ
て
お
り
、
形
式
的
に
は
後
者
の
秀
歌
撰
に
類

似
す
る
。

（
6
）	

森
暢
「
三
十
六
歌
仙
絵
」（『
歌
合
絵
の
研
究　

歌
仙
絵　

第
二
章
』
角
川

書
店
、
一
九
七
〇
年
）、
森
暢
「
三
十
六
歌
仙
絵
の
成
立
」（『
新
修
日
本

絵
巻
物
全
集 

第
十
九
巻 

三
十
六
歌
仙
絵
』
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年
）

（
7
）	

伊
藤
敏
子
「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
巻
の
構
成
と
成
立
」（『
新
修
日
本
絵

巻
物
全
集 

第
十
九
巻 

三
十
六
歌
仙
絵
』
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年
）、
土

屋
貴
裕
「
三
十
六
歌
仙
絵
の
成
立
と
「
時
代
不
同
歌
合
」」（『
大
和
文
華
』

第
一
三
五
号
、
二
〇
一
九
年
）

（
8
）	

佐
竹
本
歌
仙
絵
に
関
す
る
主
な
論
考
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

	

・�

白
畑
よ
し
「
佐
竹
侯
爵
家
旧
蔵
三
十
六
歌
仙
絵
雑
考
」（『
美
術
研
究
』

第
七
十
七
号
、
一
九
三
八
年
）

	

・�

先
掲
（
6
）
森
暢
『
歌
合
絵
の
研
究　

歌
仙
絵
』（
角
川
書
店
、
一
九

七
〇
年
）

	

・�

森
暢
編
『
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集 

第
十
九
巻 

三
十
六
歌
仙
絵
』（
角
川

書
店
、
一
九
七
九
年
）

	

・�

白
畑
よ
し
『
日
本
の
美
術 

第
九
十
六
号 

歌
仙
絵
』（
至
文
堂
、
一
九
七

四
年
）

	

・�

森
暢
『
歌
仙
絵
・
百
人
一
首
絵
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
一
年
）

	

歌
仙
絵
を
展
示
し
た
展
覧
会
図
録
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

	

・�『
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
開
館
25
周
年
記
念
展　

三
十
六
歌
仙
絵
―
佐
竹

本
を
中
心
に
』
展
（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
一
九
八
六
年
）

	
・�『
歌
を
描
く　

絵
を
詠
む
』
展
（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
二
〇
〇
四
年
）

	
・�『
古
今
和
歌
集
二
〇
〇
年
記
念
祭　

歌
仙
の
饗
宴
』
展
（
出
光
美
術
館
、

二
〇
〇
六
年
）
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・�『
和
歌
と
美
術　

歌
の
た
の
し
み
、
絵
の
よ
ろ
こ
び
』
展
（
島
根
県
立

石
見
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
）

	
・�『
歌
仙
―
王
朝
歌
人
へ
の
憧
れ
―
』
展
（
徳
川
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
）

	
・�
先
掲
（
3
）『
歌
仙
絵
』
特
別
室
展
示
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
一

六
年
）

	

・『
歌
仙
と
古
筆
』
展
（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
二
〇
一
八
年
）

	

・�『
流
転
一
〇
〇
年　

佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
と
王
朝
の
美
』
展
（
京
都

国
立
博
物
館
、
二
〇
一
九
年
）

（
9
）	

書
風
に
つ
い
て
は
、
先
掲
（
6
）
の
森
暢
論
は
文
永
年
間
を
下
限
と
し
、

先
掲
（
7
）
伊
藤
敏
子
論
は
承
久
年
間
を
上
限
と
し
て
そ
こ
か
ら
三
十
年

ほ
ど
と
す
る
。
こ
の
の
ち
、
笠
島
忠
幸
「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
と
「
人

麿
像
」に
つ
い
て
」（『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』第
十
二
巻
、二
〇
〇
六
年
）、

同「
佐
竹
本
解
説
」『
日
本
美
術
全
集 
第
七
巻 

中
世
絵
巻
と
肖
像
画 

鎌
倉
・

南
北
朝
時
代　

二
』（
小
学
館
、
二
〇
一
五
年
）、
同
「
佐
竹
本
三
十
六
歌

仙
絵
と
人
麿
像
に
つ
い
て
（
承
前
）
―
研
究
課
題
を
振
り
返
っ
て
」（『
出

光
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
二
十
四
号
、
二
〇
一
八
年
）
に
よ
っ
て
、
そ
の

下
限
が
永
仁
年
間
ま
で
下
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
佐
竹
本
の
伝
承
筆
者

後
京
極
流
良
経
の
意
味
が
論
じ
ら
れ
、
書
風
研
究
は
進
捗
を
見
せ
る
。

（
10
）	

先
掲
（
7
）
土
屋
氏
論
文

（
11
）	

井
並
林
太
郎
「
総
論
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」（
先
掲
（
3
）
展
覧
会
図
録
）

に
、
佐
竹
本
料
紙
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。

（
12
）	

佐
竹
本
は
江
戸
時
代
後
期
十
八
世
紀
末
に
盛
ん
に
模
写
さ
れ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。『
蒹
葭
堂
雑
録
』
に
住
吉
図
が
収
録
さ
れ
、『
古
画
類
従
』
引
用

画
目
に
も
歌
仙
の
絵
様
が
所
収
さ
れ
る
。
全
巻
模
写
も
行
わ
れ
て
お
り
、

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
の
田
中
訥
言
模
本
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）

三
月
の
喜
多
武
清
模
本
（
個
人
蔵
）、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
の
狩
野

秀
水
模
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
）
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

（
13
）	

三
浦
敬
任
「
中
世
歌
仙
絵
の
諸
相
―
―
「
似
絵
」
風
表
現
と
歌
仙
絵
受
容

者
の
考
察
」（『
鹿
島
美
術
研
究
年
報
第
三
六
号
別
冊
』
二
〇
一
九
年
）

（
14
）	

名
所
絵
に
お
け
る
具
体
的
な
表
現
に
つ
い
て
は
、
藤
原
重
雄
「
行
事
絵
・

名
所
絵
と
し
て
の
最
勝
光
院
御
所
障
子
絵
―
法
金
剛
院
と
の
か
か
わ
り
」

（『
美
術
史
』
第
百
四
十
六
号
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
し
た
。
最
勝
光
院

御
所
の
障
子
絵
よ
り
時
代
が
下
る
が
、『
明
月
記
』
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）

五
月
十
六
日
条
に
残
さ
れ
る
、
最
勝
四
天
王
院
名
所
絵
壁
画
に
お
け
る
絵

師
兼
康
明
石
須
磨
の
実
見
の
事
例
も
、
名
所
絵
の
具
体
的
表
現
を
指
向
す

る
事
件
と
考
え
ら
れ
る
。

（
15
）	

知
念
理
「
作
品
解
説
」（
先
掲
（
1
）
展
覧
会
図
録
）
に
よ
る
。
こ
の
解

説
は
寛
政
期
の
内
裏
造
営
に
見
ら
れ
る
復
古
思
潮
、
松
平
定
信
に
よ
る
全

国
の
寺
社
調
査
な
ど
全
国
的
な
思
潮
を
踏
ま
え
た
記
述
と
思
わ
れ
る
。
現

在
各
所
に
残
る
佐
竹
本
の
模
本
は
、
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
め
に

か
け
て
制
作
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
春
の
間
天
袋
小
襖
の
住
吉
図

と
佐
竹
本
の
図
様
の
類
似
は
、
こ
の
時
期
の
模
本
と
の
関
係
に
よ
る
も
の

と
考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

（
16
）	

表
の
作
成
に
あ
た
り
、
家
永
三
郎
『
上
代
倭
絵
全
史
』（
墨
水
書
房
、
一

九
六
六
年
）、
家
永
三
郎
『
上
代
倭
絵
年
表
』（
墨
水
書
房
、
一
九
六
六
年
）

に
拠
っ
た
。
適
宜
、和
歌
史
研
究
会
編『
私
家
集
大
成　

第
一
巻（
中
古
一
）』

（
明
治
書
院
、
一
九
七
三
年
）、
塙
保
己
一
編
『
群
書
類
従 

第
十
四
輯 

和

歌
部 

改
訂
三
版
』（
群
書
類
従
完
成
会
、一
九
七
七
年
）、「
新
編
国
歌
大
観
」

編
集
委
員
会
編
『
新
編
国
歌
大
観　

第
一
巻
（
勅
撰
集
編
）』（
角
川
書
店
、

一
九
八
三
年
）、
同
編
『
新
編
国
歌
大
観　

第
二
巻
（
私
撰
集
編
）』（
角

川
書
店
、
一
九
八
四
年
）、
を
参
照
し
た
。

（
17
）	「
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
」
の
う
ち
『
躬
恒
集
』
六
番
「
延
喜
五
年
二
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佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
「
住
吉
大
明
神
断
簡
」
考

―
そ
の
図
様
と
詞
書
に
つ
い
て

―

月
十
日
お
ほ
せ
こ
と
に
よ
り
て
た
て
ま
つ
れ
る
い
つ
み
の
大
将
四
十
の
か

の
屏
風
四
て
う
、
う
ち
よ
り
は
し
め
て
な
い
し
の
か
む
の
と
の
に
た
ま
ふ

う
た
（
中
略
）
す
み
の
え
の
ま
つ
を
あ
き
風
ふ
く
か
ら
に
こ
ゑ
う
ち
そ
ふ

る
お
き
つ
し
ら
な
み
」（
和
歌
史
研
究
会
『
私
家
集
大
成　

第
一
巻　

中

古
Ⅰ
』
明
治
書
院
、
一
九
七
三
年
）

（
18
）	

福
山
敏
男
「
住
吉
造
」（
真
弓
常
忠
編
『
住
吉
大
社
事
典
』
国
書
刊
行
会
、

二
〇
〇
九
年
に
再
録
、『
す
み
の
え
』
九
巻
四
号
、
一
九
七
二
年
初
出
。）

（
19
）	

真
弓
常
忠
「
住
吉
大
社
本
殿
創
建
と
古
代
神
殿
論
」（
先
掲
（
18
）『
住
吉

大
社
事
典
』
に
再
録
、『
神
道
と
日
本
文
化
』
第
二
号
、二
〇
〇
四
年
初
出
。）

（
20
）	『
延
喜
式
』（『
新
訂
増
補
国
史
大
系　

第
二
十
六
巻　

延
暦
交
替
式　

貞

観
交
替
式　

延
喜
交
替
式　

弘
仁
式　

延
喜
式
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六

五
年
）

（
21
）	『
日
本
後
紀
』
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
六
月
辛
卯
条
に
は
、
造
替
料
の
節

約
の
た
め
、
正
殿
以
外
は
破
損
に
応
じ
て
、
修
繕
す
る
こ
と
が
取
り
決
め

ら
れ
る
。『
扶
桑
略
記
』
に
は
延
長
六
年
（
九
二
八
）
の
住
吉
遷
宮
の
記

事
が
見
え
、『
日
本
記
略
』
長
元
七
年
（
一
〇
三
四
）
三
月
二
十
三
日
条

に
は
「
住
吉
遷
宮
、
仍
奉
神
財
」
と
載
せ
る
。
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）

に
も
式
年
の
造
替
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
に
あ
た
り
賀
茂
社
や
八
幡
社
領

か
ら
の
資
金
の
拠
出
が
渋
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
十
三
世
紀
に
入
っ

て
も
建
長
五
年
（
一
二
五
七
）
に
も
遷
宮
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、

遷
宮
の
史
料
が
数
多
残
っ
て
お
り
、
古
く
か
ら
国
家
事
業
で
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

（
22
）	『
住
吉
太
神
宮
諸
神
事
次
第
』
藝
能
史
研
究
会
編
『
日
本
庶
民
文
化
史
料

集
成　

第
二
巻　

田
楽
・
猿
楽
』（
三
一
書
房
、
一
九
七
四
年
）。
以
下
、

一
部
引
用
。

	

　
　

�

当
日
、
於
住
江
殿
、
各
着
装
束
、
惣
官
衣
冠
、
権
官
同
、
氏
人
布
衣
、

先
権
官
着
座
住
江
殿
公
卿
座
、
殖
女
皆
参
［
当
時
無
此
儀
］、
惣
官

権
官
殖
女
、
於
萱
御
所
南
向
見
参
［
庭
上
立
也
］、
後
経
釣
殿
簀
子

候
階
隠
間
、
伝
侍
庭
上
、
氏
人
着
座
釣
殿
中
曽
利
南
、
神
人
二
人
参

申
案
内
、
惣
官
権
官
被
参
也
（
後
略
、［　

］
内
割
注
。）

	

本
史
料
は
鎌
倉
時
代
の
御
田
植
神
事
の
次
第
を
詳
細
に
記
す
。
そ
の
中
で

神
事
の
際
に
使
わ
れ
る
当
時
存
在
し
た
住
吉
社
の
建
築
に
も
言
及
す
る
。

引
用
部
分
で
は
、「
住
江
殿
」、「
萱
御
所
」、「
庭
」、「
釣
殿
」
が
あ
っ
た

と
読
み
取
れ
る
。
引
用
以
降
、
中
門
、
客
殿
、
南
門
、
舞
台
、
御
殿
な
ど

が
見
え
、
住
吉
社
が
か
な
り
大
規
模
な
境
内
を
有
し
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
住
吉
断
簡
で
は
こ
の
う
ち
限
ら
れ
た
モ
チ
ー
フ
し
か
描
か
な
い
。

（
23
）	

加
地
宏
江
、
中
村
直
人
、
野
高
宏
之
『
住
吉
松
葉
大
記　

中
巻
』（
大
阪

市
史
編
纂
所
編
『
大
阪
市
史
史
料　

第
五
十
八
輯
』
二
〇
〇
二
年
）

（
24
）	

芸
能
史
の
研
究
で
は
、
一
五
〇
〇
年
代
初
め
に
住
吉
社
御
田
植
神
事
に
て

〈
翁
〉
奉
納
を
担
当
す
る
猿
楽
グ
ル
ー
プ
が
法
勝
寺
参
勤
の
三
座
か
ら
大

和
春
日
社
や
多
武
峰
参
勤
の
四
座
に
交
代
す
る
と
い
う
論
考
が
呈
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
御
田
植
神
事
は
初
期
の
能
楽
座
と
密
接
な
関
係
の
あ

る
儀
礼
で
あ
っ
た
。

（
25
）	

苫
名
悠
「《
彦
火
々
出
見
尊
絵
巻
》
に
見
ら
れ
る
名
所
絵
的
性
格
と
そ
の

意
義
」（『
日
本
宗
教
文
化
史
研
究
』第
二
十
一
巻
二
号
、二
〇
一
九
年
）。『
元

真
集
』
は
先
掲
（
15
）
和
歌
史
研
究
会
編
『
私
家
集
大
成　

第
一
巻
（
中

古
一
）』（
明
治
書
院
、
一
九
七
三
年
）
を
参
照
し
た
。

（
26
）	『
日
本
古
典
文
学
大
系　

第
五
、
六
巻　

万
葉
集
二
、
三
』（
岩
波
書
店
、

一
九
五
九
～
六
〇
年
）

（
27
）	
伊
地
知
鐵
男
ほ
か
『
俳
諧
大
辞
典
』（
明
治
書
院
、
一
九
五
七
年
）

（
28
）	『
栄
花
物
語
』
巻
三
十
一
、
上
東
門
院
の
住
吉
社
・
石
清
水
社
御
幸
の
件

に
も
「
く
ま
川
」
と
い
う
地
名
が
登
場
し
て
お
り
、
石
清
水
社
山
崎
か
ら
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美　

術　

史　

学　
　

第
四
十
一
号

住
吉
に
至
る
舟
を
用
い
た
参
詣
ル
ー
ト
に
存
在
し
た
川
と
考
え
ら
れ
る
。

（
29
）	

先
掲
（
13
）
拙
論

（
30
）	
先
掲
（
11
）
井
並
氏
論
文
。
歌
仙
図
様
と
詠
歌
に
つ
い
て
は
、
佐
野
み
ど

り
「
三
十
六
歌
仙
絵
の
性
格
」（
森
暢
編
『
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集 

第
十

九
巻 
三
十
六
歌
仙
絵
』
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年
）
が
佐
竹
本
中
務
像
を

例
を
と
っ
て
提
唱
さ
れ
た
見
解
で
あ
る
。
柿
本
人
麿
の
単
独
像
に
関
し
て

は
拙
稿
「
中
世
柿
本
人
麿
像
の
図
様
の
成
立
に
つ
い
て
：
常
盤
山
文
庫
本
・

京
都
国
立
博
物
館
本
を
中
心
に
」（『
美
術
史
学
』
第
三
十
八
号
、
二
〇
一

七
年
）
に
同
様
の
見
解
が
あ
る
。

（
31
）	

新
藤
協
三
「
歌
仙
歌
と
歌
仙
略
伝
」（『
和
歌
文
学
研
究
』
第
五
十
六
号
、

一
九
八
八
年
）

（
32
）	

翻
刻
、
読
み
下
し
に
当
た
っ
て
先
掲
（
6
）
森
暢
編
『
新
修
日
本
絵
巻
物

全
集 

第
十
九
巻 

三
十
六
歌
仙
絵
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年
）
を
参
考

と
し
た
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
「
住
吉
大
明
神
図
」
に
も
同
文
の
詞
書
が

残
る
。
以
下
に
示
す
。「
住
吉
大
明
神
／
神
代
第
六
皇
彦
波
瀲
武
鸕
鷀
草

葺
不
合
／
尊
是
也　

天
照
大
神
四
代
御
孫
彦
火
々
／
出
見
太
子
、
御
母
豊

玉
姫
［
海
童
二
女
］
人
代
始
神
／
武
天
皇
御
父
也
、
皇
帝
十
五
代
神
后
御

時
（
久
）
／
乍
神
帝
之
住
現
形
於
人
身
打
順
□
州
之
／
敵
四
十
二
代
孝
謙

天
皇
天
平
勝
宝
元
年
己
丑
／
住
吉
宮
造
云
々
」

	

（［　

］
は
割
注
、（　

）
は
文
字
抜
け
、
□
は
空
白
。）

（
33
）	

先
掲
（
11
）
井
並
氏
論
文
。

（
34
）	

先
掲
（
25
）
苫
名
氏
論
文
。『
八
幡
愚
童
訓
』
は
桜
井
徳
太
郎
校
注
『
日

本
思
想
体
系　

第
二
十
巻　

寺
社
縁
起
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）

を
参
照
し
た
。『
八
幡
愚
童
訓
』
の
甲
本
は
十
四
世
紀
初
め
に
は
成
立
し

て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

（
35
）	『
風
姿
花
伝
』（『
世
阿
弥　

禅
竹　

日
本
思
想
体
系　

第
二
十
四
巻
』
岩

波
書
店
、
一
九
七
四
年
）
に
は
、
推
古
天
皇
の
時
代
に
、
聖
徳
太
子
と
秦

河
勝
が
天
下
安
全
と
諸
人
快
楽
の
た
め
に
六
十
六
番
の
遊
宴
を
成
し
、
申

楽
と
号
し
た
こ
と
が
猿
楽
の
は
じ
め
と
す
る
。
こ
の
後
、
秦
河
勝
の
子
孫

が
こ
の
芸
を
継
ぎ
室
町
時
代
に
も
伝
わ
る
と
説
く
。

（
36
）	『
続
群
書
類
従　

第
二
十
九
輯
下　

雑
部
（
訂
正
三
版
）』（
続
群
書
類
従

完
成
会
、
一
九
五
九
年
）
を
参
照
の
こ
と
。
天
平
勝
宝
元
年
条
に
は
「
造

住
吉
社
」、
天
平
宝
字
六
年
条
に
は
「
住
吉
創
」
と
あ
る
。

（
37
）	『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
六
（『
校
註
国
歌
体
系　

第
九
巻　

撰
集
歌
合
』
講

談
社
、
一
九
七
六
年
）

（
38
）	『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
九
神
祇
歌
（『
新
編
国
歌
大
観　

第
一
巻　

勅

撰
集
編
』
角
川
書
店
、
一
九
八
三
年
）

（
39
）	

住
吉
神
と
、
諏
訪
明
神
の
信
仰
に
つ
い
て
は
、
黒
田
彰
「
千
木
の
片
殺
神

さ
び
て
―
源
平
盛
衰
記
難
語
考
―
」（『
国
文
学
』
第
七
十
三
号
、
一
九
九

五
年
）
を
参
考
に
し
た
。

（
40
）	

川
井
純
郎
「
和
歌
神
と
し
て
の
住
吉
社
」（『
神
道
史
研
究
』
一
八
－
四
号
、

一
九
七
〇
年
）、
片
桐
洋
一
「
和
歌
神
と
し
て
の
住
吉
の
神
―
そ
の
成
り

立
ち
と
展
開
―
」（『
す
み
の
え
』
一
七
五
号
、一
九
八
四
年
）、松
下
豊
「
住

吉
の
神
の
歌
神
化
を
め
ぐ
っ
て
」（『
上
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
』

一
号
、
二
〇
〇
〇
年
）

（
41
）	

藤
原
清
輔
『
袋
草
紙
』
も
国
基
と
玉
津
島
神
の
歌
物
語
を
所
収
す
る
。
以

下
引
用
。

	

　
　

�「
津
守
国
基
。
年
ふ
れ
ど
お
ひ
も
せ
ず
し
て
わ
か
の
う
ら
に
い
く
よ

に
な
り
ぬ
玉
つ
し
ま
ひ
め
。
是
レ
ハ
堂
建
立
之
時
、
壇
ノ
石
ヲ
取
リ

ニ
紀
伊
国
ニ
渡
ル
ニ
、
若
ノ
浦
ノ
玉
津
島
ニ
神
社
ア
リ
。
尋
ネ
聞
ケ

バ
、
衣
通
姫
ノ
此
ノ
所
ヲ
ヲ
モ
シ
ロ
ガ
リ
給
テ
、
神
ト
現
レ
テ
跡
ヲ

垂
レ
給
フ
也
ト
、
彼
ノ
渡
リ
ノ
人
申
シ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
ヨ
ミ
テ
奉
ル
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佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
「
住
吉
大
明
神
断
簡
」
考

―
そ
の
図
様
と
詞
書
に
つ
い
て

―

也
。
其
ノ
夜
ノ
夢
ニ
、
唐
髪
上
テ
裳
唐
衣
キ
タ
ル
女
十
人
許
リ
出
来

テ
、
ウ
レ
シ
キ
慶
ビ
ニ
イ
フ
ナ
リ
ト
テ
、
石
ヲ
取
ル
可
キ
ヤ
ウ
ド
モ

之
ヲ
教
フ
。
夢
サ
メ
テ
教
ヘ
ノ
如
ク
之
ヲ
求
ム
ル
ニ
、
夢
ノ
告
ゲ
ノ

如
ク
石
有
リ
。
破
セ
之
ヲ
打
タ
シ
ム
ル
ニ
、
一
度
ニ
十
二
顆
ニ
破
テ

壇
ノ
飾
リ
石
ニ
剋
ム
ト
云
云
。」（
藤
岡
忠
美
『
袋
草
紙
考
証　

雑
談

篇
（
研
究
叢
書
一
〇
二
）』
和
泉
書
院
、
一
九
九
一
年
）

（
42
）	『
古
今
著
聞
集
』（『
日
本
古
典
文
学
大
系　

第
八
十
四
巻　

古
今
著
聞
集
』

岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
を
参
照
）
で
は
和
歌
徳
の
説
話
で
は
な
く
、
母

子
の
恩
愛
孝
行
の
説
話
と
し
て
潤
色
さ
れ
る
。

（
43
）	『
宮
司
縁
事
抄
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
村
田
正
志
『
宮
寺
縁
事
抄
』
解

説
（『
国
史
大
辞
典　

四
巻
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
）
よ
り
簡
便

に
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
氏
解
題
『
神
道
体
系
神
社
編
七　

石
清
水
』（
精

興
社
、
一
九
八
八
年
）
に
詳
し
い
。

（
44
）	

道
清
の
和
歌
は
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
巻
十
六
雑
歌
一
〇
九
三
番
「
故
郷
月

と
い
へ
る
心
を
よ
め
る
、
た
か
ま
ど
の
を
の
へ
の
宮
の
月
の
か
げ
た
れ
し

の
べ
と
て
か
は
ら
ざ
る
ら
む
」（「
新
編
国
歌
大
観
」
編
集
委
員
会
編
『
新

編
国
歌
大
観　

第
一
巻　

勅
撰
集
編
』
角
川
書
店
、一
九
八
三
年
）。
ま
た
、

「
別
当
方
印
宗
清
告
文
」（『
大
日
本
古
文
書　

家
わ
け
第
四　

石
清
水
文

書
之
一
』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
一
九
〇
九
年
）
に
は
道
清
の
和
歌
が

新
古
今
和
歌
集
に
漏
れ
、
新
勅
撰
集
に
入
選
し
た
事
を
伝
え
る
。
定
家
と

宗
清
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
村
山
修
一
『
藤
原
定
家
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
二
年
）
及
び
藤
本
孝
一
「
第
十
七
回
石
清
水
崇
敬
会
大
会
講
演
録

「
田
中
宗
清
と
藤
原
定
家
」」（『
岩
清
水
崇
敬
会
報 

清
峯
』
第
三
十
号
、
二

〇
一
一
年
）
を
参
考
と
し
た
。
因
み
に
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
に
は
石
清
水

社
別
当
職
を
田
中
家
と
争
っ
た
善
法
寺
家
の
法
印
幸
清
も
三
首
入
選
し
て

い
る
。

（
45
）	

先
掲
（
44
）
藤
本
氏
論
文

（
46
）	

天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
六
月
二
十
日
条
に
は
「
廿
日
、
癸
巳
（
中
略
）

今
日
未
時
許
金
吾
取
荒
目
六
了
帰
」（
難
波
常
雄
ほ
か
校
『
明
月
記　

第

三
』、
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
〇
年
）
と
見
え
る
。

（
47
）	

小
川
剛
生
「
歌
人
伝
史
料
と
し
て
の
勅
撰
作
者
部
類
」（『
中
世
和
歌
史
の

研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
一
七
年
、
初
出
は
「
五
位
と
六
位
の
間
―
―
十
三

代
集
と
勅
撰
作
者
部
類
」『
軍
記
と
語
り
物
』
第
五
十
号
、
二
〇
一
四
年
）

（
48
）	『
勅
撰
作
者
部
類
』
は
先
掲
（
47
）
小
川
剛
生
『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』

の
翻
刻
を
利
用
し
た
。

（
49
）	『
明
月
記
』天
福
元
年
八
月
十
二
日
条
に
は「
午
時
許
但
馬
前
司
来
談
之
次
、

漏
聞
世
間
事
等
、
自
身
未
被
触
示
、［
若
隔
心
之
中
歟
］、
九
条
大
納
言
撰

卅
六
人
令
書
其
真
影
、
信
実
、
被
進
隠
岐
歟
、
其
事
又
有
取
捨
沙
汰
、
被

仰
前
宮
内
卿
歟
、
以
撰
歌
本
望
忽
入
興
歟
、
是
皆
推
之
許
也
」（［　

］
は

割
注
。）（
難
波
常
雄
ほ
か
校
『
明
月
記　

第
三
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
七

〇
年
）
と
あ
り
、
九
条
基
家
の
選
ん
だ
当
代
三
十
六
人
歌
人
の
歌
仙
絵
が

藤
原
信
実
の
手
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

（
50
）	「
治
承
三
十
六
人
歌
合
絵
」
は
鎌
倉
時
代
の
「
藤
原
成
範
断
簡
」（
京
都
国

立
博
物
館
）
が
残
る
。
も
と
は
、
治
承
三
年
（
一
一
七
九
）
ご
ろ
に
編
纂

さ
れ
た
秀
歌
撰
で
あ
り
、
そ
の
序
文
に
は
「
苔
の
し
と
ね
に
寄
居
て
か
た

ら
ふ
や
う
、
お
き
な
こ
そ
ち
か
比
や
ま
と
哥
た
く
み
お
は
す
る
僧
俗
三
十

六
人
を
か
た
ら
ひ
出
て
、
そ
の
人
々
に
と
り
て
す
ぐ
れ
る
言
の
葉
を
十
づ

つ
書
き
つ
ら
ね
て
侍
れ
。
兼
て
又
、
さ
な
け
多
人
た
ち
な
れ
ば
、
其
姿
を

う
つ
し
て
、
世
の
末
ま
で
の
か
た
み
と
ど
め
む
事
を
思
侍
也
。
三
十
六
人

に
限
れ
る
事
は
、
公
任
卿
の
跡
を
ま
な
び
て
、
三
十
六
句
に
か
た
ど
る
。

三
百
六
十
首
を
え
ら
べ
る
こ
こ
ろ
ざ
し
は
、
貫
之
の
主
の
新
撰
を
思
ひ
て
、

三
百
六
十
日
を
あ
ら
わ
す
也
。」（
谷
山
茂
・
樋
口
芳
麻
呂
編
『
古
典
文
庫 
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美　

術　

史　

学　
　

第
四
十
一
号

第
一
四
〇
冊 

未
完
中
世
歌
合
集 

上
』
古
典
文
庫
、
一
九
五
九
年
）
と
記

さ
れ
、
歌
集
に
歌
人
の
姿
を
描
い
た
古
い
例
と
し
て
知
ら
れ
る
。

（
51
）	
上
賀
茂
社
宮
司
だ
っ
た
賀
茂
重
保
の
歌
集
『
月
詣
和
歌
集
』
な
ど
に
、「
賀

茂
重
保
か
た
う
の
障
子
に
歌
よ
み
の
か
た
を
か
き
て
、
お
の
お
の
よ
み
た

る
を
色
紙
型
に
書
け
る
を
か
き
て
た
へ
申
た
り
け
れ
ば
」（
杉
山
重
行
『
新

典
社
研
究
叢
書　

第
十
六
巻　

月
詣
和
歌
集
の
校
本
と
そ
の
基
礎
的
研

究
』
新
典
社
、
一
九
八
三
年
）
と
、
伝
わ
る
歌
仙
絵
の
早
い
例
。
こ
ち
ら

も
「
治
承
三
十
六
人
歌
合
絵
」
と
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
。

（
52
）	「
時
代
不
同
歌
合
絵
」
に
つ
い
て
は
、
森
暢
「
時
代
不
同
歌
合
」（『
歌
合

絵
の
研
究　

歌
仙
絵　

第
五
章
』
角
川
書
店
、
一
九
七
〇
年
）
及
び
先
掲

（
7
）
土
屋
氏
論
文
が
参
考
と
な
る
。

（
53
）	

先
掲
（
7
）
土
屋
氏
論
文

（
54
）	

先
掲
（
9
）
笠
嶋
忠
幸
「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
と
人
麿
像
に
つ
い
て
（
承

前
）
―
研
究
課
題
を
振
り
返
っ
て
」（
二
〇
一
九
年
）

（
55
）	

佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
に
は
歌
仙
毎
に
一
首
の
和
歌
が
掲
出
さ
れ
て
い
る

が
、
定
家
に
よ
る
秀
歌
撰
と
言
え
ば
、
文
暦
二
年
（
一
二
三
五
）
に
宇
都

宮
頼
綱
の
求
め
に
応
じ
た
と
言
わ
れ
る
「
小
倉
百
人
一
首
」
が
最
も
有
名

で
あ
ろ
う
。
百
人
一
首
と
佐
竹
本
の
収
録
歌
で
一
致
す
る
の
は
、
両
本
で

共
通
す
る
歌
仙
二
十
五
人
の
う
ち
、
素
性
法
師
、
藤
原
興
風
、
藤
原
敦
忠
、

藤
原
朝
忠
の
四
名
の
詠
歌
で
あ
る
。
佐
竹
本
が
公
任
の
『
三
十
六
人
撰
』

に
基
づ
き
、
定
家
の
意
向
に
よ
っ
て
撰
歌
さ
れ
た
と
仮
定
す
る
と
き
、
一

致
す
る
和
歌
が
少
な
い
点
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
佐
竹
本

歌
仙
絵
に
お
け
る
撰
歌
の
基
準
と
百
人
一
首
の
基
準
が
異
な
る
か
、
あ
る

い
は
定
家
の
撰
歌
で
は
な
い
可
能
性
も
十
分
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
56
）	

先
掲
「
長
元
八
年
五
月
十
六
日
関
白
左
大
臣
頼
通
歌
合
」
の
こ
と
。
応
保

二
年（
一
一
六
二
）に
は
二
条
天
皇
中
宮
育
子
の
貝
合
の
際
に
八
幡
・
賀
茂
・

住
吉
に
奉
幣
が
あ
っ
た
と
伝
わ
る
。
萩
谷
朴
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
第
七

巻
（
同
朋
舎
、
一
九
六
三
年
）
の
解
説
に
は
こ
の
貝
合
に
つ
い
て
「
二
条

天
皇
を
始
め
卿
相
侍
臣
挙
つ
て
経
営
に
あ
た
り
、
摂
関
政
治
華
や
か
な
り

し
頃
の
晴
儀
歌
合
を
再
現
し
よ
う
と
い
う
二
条
天
皇
の
御
意
思
の
あ
ら
わ

れ
と
し
て
」
八
幡
・
賀
茂
・
住
吉
各
社
へ
の
奉
納
や
神
楽
・
競
馬
・
参
詣

の
行
事
的
要
素
が
備
わ
っ
た
と
述
べ
る
。

（
57
）	

佐
々
木
信
綱
編
『
日
本
歌
学
大
系 

第
三
巻
』（
風
間
書
房
、
一
九
五
六
年
）

を
参
照
し
た
。
以
下
引
用
。「
道
因
歌
ニ
心
ザ
シ
フ
カ
キ
事　

此
道
ニ
心

ザ
シ
フ
カ
カ
リ
事
ハ
道
因
入
道
ナ
ラ
ビ
タ
ル
者
ナ
キ
也
。
七
八
十
ニ
ナ
ル

マ
デ
秀
歌
ヨ
マ
セ
給
ヘ
ト
イ
ノ
ラ
ム
タ
メ
、
カ
チ
ヨ
リ
住
吉
ヘ
月
マ
ウ
デ

シ
タ
ル
、
イ
ト
ア
リ
ガ
タ
キ
事
也
。」

（
58
）	

定
家
和
歌
は
『
新
編
国
歌
大
観 

第
五
巻 

歌
合
編
』（
角
川
書
店
、
一
九
八

七
年
）
を
参
照
の
こ
と
。
先
掲
（
7
）
土
屋
氏
論
文
で
は
、
俊
成
編
纂
勅

撰
集
の
『
千
載
和
歌
集
』
序
に
お
け
る
「
住
吉
の
松
」
と
「
玉
津
島
の
波
」

の
住
吉
神
と
玉
津
島
神
の
併
記
を
取
り
上
げ
る
。
真
弓
常
忠
「
住
吉
信
仰

の
発
祥
と
展
開
」（
先
掲
（
1
）
大
阪
市
立
美
術
館
『
住
吉
さ
ん
』
展
覧

会
図
録
、
二
〇
一
〇
年
）
で
は
、『
明
月
記
』
の
後
鳥
羽
院
住
吉
詣
の
記

事
を
取
り
上
げ
、
住
吉
神
の
和
歌
の
道
を
守
る
性
格
を
指
摘
す
る
。
先
掲

（
40
）
の
諸
論
文
は
住
吉
神
の
「
歌
神
」
へ
の
変
容
に
つ
い
て
詳
し
く
述

べ
て
お
り
、
住
吉
神
に
関
す
る
史
料
を
豊
富
に
取
り
上
げ
る
。

【
挿
図
出
典
】

図
1	

Im
age

：T
N

M
 Im

age A
rchives

図
2
、
12
、
13　
『
住
吉
さ
ん 

住
吉
大
社
一
八
〇
〇
年
の
歴
史
と
美
術
』
展
図
録

美術41_02三浦敬任氏1C_三[21-52].indd   48 2020/02/28   17:41:26



49

佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
「
住
吉
大
明
神
断
簡
」
考

―
そ
の
図
様
と
詞
書
に
つ
い
て

―

（
大
阪
市
立
美
術
館
、
二
〇
一
〇
年
）

図
3	

『
歌
仙
―
王
朝
歌
人
へ
の
憧
れ
―
』
展
図
録
（
徳
川
美
術
館
、
二
〇
一
三

年
）

図
4	
小
松
茂
美
編
『
日
本
絵
巻
大
成　

第
二
十
四
巻　

当
麻
曼
荼
羅
縁
起　

稚
児
観
音
縁
起
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
年
）

図
5	

小
松
茂
美
編
『
日
本
絵
巻
大
成　

第
十
九
巻　

住
吉
物
語
絵
巻
・
小
野

雪
見
御
幸
絵
巻
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
年
）

図
6	

小
松
茂
美
編
『
日
本
絵
巻
大
成　

第
四
巻　

信
貴
山
縁
起
』（
中
央
公
論

社
、
一
九
七
七
年
）

図
7	

『
日
本
美
術
全
集　

第
八
巻　

鎌
倉
・
南
北
朝
時
代
Ⅱ　

中
世
絵
巻
と
肖

像
画
』（
小
学
館
、
二
〇
一
五
年
）

図
8	

小
松
茂
美
編
『
日
本
絵
巻
大
成　

第
九
巻　

紫
式
部
日
記
絵
詞
』（
中
央

公
論
社
、
一
九
七
八
年
）

図
9	

小
松
茂
美
編
『
日
本
絵
巻
大
成　

第
二
十
六
巻　

西
行
物
語
絵
巻
』（
中

央
公
論
社
、
一
九
七
九
年
）

図
10	

小
松
茂
美
編
『
日
本
絵
巻
大
成　

別
巻　

一
遍
上
人
絵
伝
』（
中
央
公
論

社
、
一
九
七
八
年
）

図
11	

伊
藤
敏
子
『
伊
勢
物
語
絵
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
四
年
）

図
14	

『
日
本
美
術
全
集　

第
九
巻　

縁
起
絵
と
似
絵　

鎌
倉
の
絵
画
・
工
芸
』

（
講
談
社
、
一
九
九
三
年
）

図
15	

小
松
茂
美
編
『
続
日
本
絵
巻
大
成　

第
十
九
巻　

土
蜘
蛛
草
紙　

天
狗

草
紙　

大
江
山
絵
詞
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
四
年
）

図
16	

小
松
茂
美
編
『
続
日
本
絵
巻
大
成　

第
十
一
巻　

融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
』

（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
）

【
附
記
】

　

本
稿
は
、二
〇
一
八
年
度
鹿
島
美
術
財
団
「
美
術
に
関
す
る
調
査
研
究
の
助
成
」

に
基
づ
い
た
成
果
で
あ
り
、
そ
の
研
究
報
告
を
補
足
発
展
さ
せ
た
も
の
で
す
。

こ
こ
に
記
し
て
鹿
島
美
術
財
団
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
本
稿
の
執
筆
に

あ
た
り
、東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
の
泉
武
夫
名
誉
教
授
、長
岡
龍
作
教
授
、

杉
本
欣
久
准
教
授
よ
り
貴
重
な
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
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美　

術　

史　

学　
　

第
四
十
一
号

［
表
］
住
吉
図
関
係
和
歌
資
料
（
稿
）

番
号

年
時

本
文

概
要
（
作
画
を
伴
わ
な
い
事
例
に

は
★
を
付
す
。）

史
料

引
用
元

①

延
喜
五
年（
九
〇
五
）

二
月

内
侍
の
か
み
の
右
大
将
ふ
ぢ
は
ら
の
朝
臣
の
四
十
賀
し
け
る
時
に
、
四
季
の
ゑ
か

け
る
う
し
ろ
の
屏
風
に
か
き
た
り
け
る
う
た

秋住
之
江
の
松
を
秋
風
吹
く
か
ら
に
こ
ゑ
う
ち
そ
ふ
る
お
き
つ
白
浪

藤
原
定
国
四
十
算
賀
に
調
製
さ
れ

た
四
季
屏
風
絵
の
和
歌
。
秋
の
住

吉
図
。

『
古
今
和
歌
集
』
巻
一
、

三
六
〇
番

『
新
編
国
歌
大
観
』
巻
一

②

承
平
四
年（
九
三
四
）
是
も
后
の
宮
の
御
賀
お
ほ
き
お
と
ど
の
つ
か
う
ま
つ
り
給
ひ
し
御
屏
風
の
ゑ
に
、

松
に
つ
る
た
て
る
所

住
の
え
の
浜
の
ま
さ
こ
を
ふ
む
た
つ
は
久
し
き
跡
を
と
む
る
な
る
べ
し

皇
太
后
穏
子
五
十
賀
御
屏
風
の
和

歌
。

島
田
良
二
蔵
『
伊
勢
集
』

八
二
番

『
私
家
集
大
成　

中
古
Ⅰ
』

巻
一

③
の
1
承
平
六
年（
九
三
六
）

以
降

一
条
の
太
政
大
臣
の
い
へ
の
障
子
の
ゑ
、
く
に
ぐ
に
の
な
あ
る
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
を

か
か
せ
侍
り
て
、
人
人
歌
よ
み
て
つ
け
よ
と
侍
り
し
か
ば
、
よ
み
て
た
て
ま
つ
り

し冬す
み
よ
し

す
ぎ
き
に
し
ほ
ど
を
ば
す
て
て
こ
と
し
よ
り
ち
よ
は
か
ず
へ
む
す
み
よ
し
の
ま
つ

一
条
太
政
大
臣
邸
の
名
所
障
子
絵

の
和
歌
。
冬
の
住
吉
図
。

『
能
宣
集
』
一
九
四
番

『
新
編
国
歌
大
観
』
巻
三

④

天
延
元
年（
九
七
三
）

九
月

天
え
ん
元
ね
ん
九
月
、う
ち
の
お
ほ
せ
に
て
つ
か
う
ま
つ
れ
る
御
屏
風
の
う
た（
中

略
）

す
み
よ
し

す
み
よ
し
の
き
し
に
あ
さ
き
り
た
つ
ぬ
れ
は
お
と
に
そ
な
み
の
こ
ゑ
は
き
こ
ゆ
る

内
裏
名
所
絵
屏
風
の
和
歌
。
秋
の

住
吉
図
。

尊
経
閣
文
庫
蔵『
元
輔
集
』

九
二
番

『
私
家
集
大
成　

中
古
Ⅰ
』

巻
一

⑤

天
延
三
年（
九
七
五
）

以
前

大
弐
く
に
の
り
の
朝
臣
む
ま
子
の
い
か
侍
り
し
に
、
わ
り
こ
て
う
し
て
哥
を
絵
に

か
か
せ
侍
り
し
。

み
て
し
か
な
二
葉
の
松
の
生
茂
り
や
そ
う
ち
人
の
か
け
と
な
ら
ん
よ

住
之
江
の
は
ま
の
真
砂
の
苔
ふ
り
て
岩
ほ
と
な
ら
ん
程
を
し
そ
思
ふ

割
籠
住
吉
歌
絵

『
元
輔
集
』（『
群
書
類
従
』

本
。
正
保
版
歌
仙
家
集
で

は
初
句
「
も
み
じ
ば
の
」

9

『
群
書
類
従
』
巻
十
四

③
の
2
正
暦
二
年（
九
九
一
）

以
前

一
条
左
大
臣
家
の
障
子
に
す
み
よ
し
の
か
た
か
き
た
る
と
こ
ろ
に
よ
め
る

大
中
臣
能
宣
朝
臣

す
ぎ
き
に
し
ほ
と
を
ば
す
て
つ
こ
と
し
よ
り
ち
よ
の
か
ず
つ
む
す
み
よ
し
の
ま
つ
一
条
左
大
臣
（
源
雅
信
か
）
邸
名

所
障
子
絵
の
和
歌
。

『
詞
花
和
歌
集
』
巻
第
五

賀
一
六
三
番

『
新
編
国
歌
大
観
』
巻
一

⑥

正
暦
二
年（
九
九
一
）

以
前

前
斎
宮
の
五
十
賀
の
屏
風
（
中
略
）

は
ま
つ
ら
に
ま
つ
お
ほ
く
た
て
り

う
ら
わ
か
く
な
み
た
つ
ま
つ
は
い
ろ
か
え
て
よ
に
す
み
の
え
に
お
ふ
る
な
り
け
り
前
斎
宮
五
十
賀
名
所
絵
屏
風
の
和

歌
。

西
本
願
寺
本『
中
つ
か
さ
』

九
番

『
私
家
集
大
成　

中
古
Ⅰ
』

巻
一

⑦

正
暦
二
年（
九
九
一
）

以
前

屏
風
に
、
す
み
よ
し
の
か
た
か
き
て
は
べ
る
と
こ
ろ

す
み
の
え
に
と
し
ふ
う
る
ま
つ
の
ち
と
せ
を
ば
か
へ
す
が
へ
す
も
な
み
や
か
ぞ
へ

む

住
吉
屏
風
絵
の
和
歌
。

『
能
宣
集
』
二
二
九
番

『
新
編
国
歌
大
観
』
巻
三

⑧

十
世
紀
中

或
所
の
御
屏
風
の
歌
（
中
略
）

す
み
よ
し
に
あ
ま
の
い
へ
あ
り

か
せ
ふ
か
ぬ
な
つ
の
ひ
な
れ
と
す
み
の
え
の
ま
つ
の
こ
す
ゑ
は
な
み
そ
た
ち
け
る
四
季
名
所
絵
屏
風
の
和
歌
。
夏
の

住
吉
図
。

書
陵
部
本『
恵
慶
法
師
集
』

一
〇
九
番

『
私
家
集
大
成　

中
古
Ⅰ
』

巻
一
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佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
「
住
吉
大
明
神
断
簡
」
考

―
そ
の
図
様
と
詞
書
に
つ
い
て

―

⑨

寛
弘
五
年

（
一
〇
〇
五
）
七
月

寛
弘
五
年
七
月
或
所
屏
風
春
住
吉
有
参
詣
者

住
吉
の
か
み
の
み
つ
か
さ
神
さ
ひ
て
や
む
と
き
そ
な
き
岸
の
松
風

四
季
屏
風
絵
の
和
歌
。
春
の
住
吉

図
。

『
源
道
済
集
』

『
群
書
類
従
』
巻
十
四

⑩

寛
弘
年
間
以
前

円
融
院
御
時
御
屏
風
歌

平
か
ね
も
り

住
吉
の
岸
の
ふ
ち
な
み
わ
か
や
と
の
松
の
こ
す
ゑ
に
色
は
ま
さ
ら
し

円
融
院
御
屏
風
歌
。
平
兼
盛
作
。

夏
の
住
吉
図
。

『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
二
夏
『
新
編
国
歌
大
観
』
巻
一

⑪

長
暦
二
年

（
一
〇
三
八
）
以
前

障
子
の
絵
に
住
吉
社
に
ま
う
づ
る
人
あ
り
、
あ
み
ひ
く
所

�

祭
主
輔
親

す
み
よ
し
の
か
み
の
久
し
き
た
め
し
に
て
ひ
く
あ
み
の
目
の
か
ず
し
ら
ぬ
ま
に

住
吉
図
障
子
絵
の
和
歌
。
大
中
臣

輔
親
作
。

『
夫
木
和
歌
集
』
第
三
十

三
雑
十
五

『
新
編
国
歌
大
観
』
巻
二

⑫

永
承
六
年

（
一
〇
五
一
）

又
の
日
、
山
の
端
に
月
か
か
る
ほ
ど
、
住
吉
の
浦
を
す
ぐ
。
空
も
ひ
と
つ
に
霧
り

わ
た
れ
る
、
松
の
こ
ず
ゑ
も
海
の
お
も
て
も
、
浪
の
よ
せ
く
る
な
ぎ
さ
の
ほ
ど
も
、

絵
に
か
き
て
も
お
よ
ぶ
べ
き
方
な
う
、
お
も
し
ろ
し
。
い
か
に
い
ひ
な
に
に
た
と

へ
て
か
た
ら
ま
し
秋
の
夕
べ
の
住
吉
の
浦
と
見
つ
つ
、
綱
手
ひ
き
す
ぐ
る
ほ
ど
、

か
へ
り
の
み
せ
ら
れ
て
あ
か
ず
お
よ
ぶ
。

★
住
吉
参
詣
日
記

『
更
級
日
記
』

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』

巻
二
四

⑬

大
治
四
年

（
一
一
二
九
）
以
前

山
里
の
障
子
の
絵
に
所
所
の
か
た
か
き
た
る
に
、
す
み
よ
し
の
か
た
か
き
た
る
所

を
よ
め
る

す
み
の
江
に
神
さ
び
に
け
る
松
な
れ
ば
波
も
し
づ
え
に
夕
か
け
て
み
ゆ

山
里
の
名
所
障
子
絵
の
和
歌
。
源

俊
頼
作
。

『
散
木
奇
歌
集
』
第
六
、

八
五
〇
番

『
新
編
国
歌
大
観
』
巻
三

⑭

承
元
元
年

（
一
二
〇
七
）
五
月

十
四
日
、
天
晴
、
御
堂
障
子
召
付
画
工
可
令
書
之
由
（
中
略
）
先
書
取
絵
様
可
進

覧
由
、
示
合
之
退
出
。（
中
略
）
宗
内
兼
康
、
十
二
間
、
付
腋
障
子
三
間
、

　

難
弘
間

波
・
住
吉
・
芦
屋
・
布
引
瀧
・　
生
弘
間

田
社
、
已
上

双

、
泉
河
、
小
塩
山
、
腋
障
子

一
間

、

已
上
双
。

最
勝
四
天
王
院
障
子
絵

『
明
月
記
』

難
波
恒
雄
ほ
か
校

『
明
月
記　

第
二
』

⑮

安
貞
二
年

（
一
二
二
八
）

海
辺
月

住
吉
の
松
の
木
ま
よ
り
見
渡
せ
ば
月
お
ち
か
か
る
あ
は
ぢ
島
山

栃
木
・
輪
王
寺
蔵
住
吉
蒔
絵
手
箱

の
図
柄
の
典
拠
と
い
う
説
あ
り
。

蒔
絵
手
箱
は
安
貞
二
年
（
一
二
二

八
）
作
。
和
歌
は
治
承
四
年
（
一

一
八
〇
）
以
前
の
源
頼
政
作
。

作
品
現
存
。『
源
三
位
頼

政
集
』
二
〇
五
番

『
新
編
国
歌
大
観
』
巻
三

⑯

十
三
世
紀
前
半

我
み
て
も
久
し
く
な
り
ぬ
住
吉
の
岸
の
姫
ま
つ
い
く
よ
経
ぬ
ら
む

蜂
須
賀
本
「
紫
式
部
日
記
絵
巻
」

第
三
段
画
中
画
及
び
出
光
美
術
館

蔵
住
吉
弘
定
「
葦
手
住
吉
浜
図
屏

風
」

作
品
現
存
。『
古
今
和
歌

集
』
巻
十
七

⑰

十
三
世
紀
半
ば
以
降

住
吉
大
明
神
、
神
代
第
六
皇
彦
波
瀲
武
鸕
鷀
草
葺
不
合
尊
是
也
天
照
大
神
四
代
御

孫
彦
火
々
出
見
太
子
御
母
豊
玉
姫
［
海
童
二
女
］
人
代
始
神
武
天
皇
御
父
也
皇
帝

十
□
□
神
后
御
時
久
乍
神
帝
之
位
現
形
於
人
身
打
順
異
州
之
敵
四
十
六
代
孝
謙
天

皇
天
平
勝
宝
元
年
己
丑
住
吉
宮
造
云
々

よ
や
さ
む
き
こ
ろ
も
や
う
す
き
か
た
そ
き
の
行
あ
は
ぬ
ま
よ
り
し
も
や
お
く
ら
ん

佐
竹
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4

Daimyojin-zu, and tried to identify its authority. Unfortunately, thus the foreword was 
composed by various texts like patchwork, there was not enough reliable evidence to 
elucidate the exact citation relationship. The latter half of the foreword is the same 
text as part of “Gujienjisho”: the compilation of Hachiman God narratives in the early 
thirteenth century. The further researches on the relationship between Sumiyoshi 
Daimyojin-zu and Hachiman God faith are quite necessary.

In the middle of the 11th century, after Utaawase (poetry contest) held by 
Fujiwara no Yorimichi, poets visited Hachiman and Sumiyoshi shrines. This record can 
be assumed that the basic principal of Satake version leads to such inherited faith.

Meanwhile, Sosei Tanaka, the editor of Gujienjisho, is known as a person who had 
close relationships with Fujiwara no Sadaie: the editor of “Shinkokin Wakashu”, and a 
political family Kujo at the beginning of the 13th century.

This fact points out the possibility that biographies of poets, the origin of the 
foreword of Satake version, were compiled in this area.
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SUMMARY

The Images and Forewords of Sumiyoshi Daimyojin 
Dankan:

Thoughts on Fragmentary Leaves from Satake Version of The 
Illustrated Handscroll of Thirty-Six Immortal Poets

Yukihide MIURA

This article examines the forewords and images of the Tokyo National Museum 
collection, “Sumiyoshi Daimyojin-zu: Satake Version of The Illustrated Handscroll of 
Thirty-Six Immortal Poets” and provides a starting point for the mysterious “Kasen-e”.

In the first chapter, this article examined the illustration of Sumiyoshi Daimyojin-
zu and discussed its characteristics. Unlike other Kasen portraits in Satake version, 
Sumiyoshi God is described in the landscape of Suminoe, and its expression can be 
compared with examples from the Middle Ages. Expressions of plants such as pine 
and moths, and line drawings of rocks and mounds of earth, depicted in Sumiyoshi 
Daimyojin-zu are common in Yamato-e scrolls. Compared to expressions in other 
drawings, “Shigisan Engi Emaki” in the Chougo Sonshi-ji collection and “Ononoyukimi 
Gokou Emaki” in the Tokyo University of the Arts for instance, expressions in 
Sumiyoshi Daimyojin-zu are regarded as those of the middle of the thirteenth century. 
In addition, This article tentatively assumes that the bird's-eye view composition of 
Sumiyoshi Daimyojin-zu is one kind of deifying expression toward the views of shrines 
and temples.

Furthermore, examination continued to the surrounding motifs in the picture 
of Sumiyoshi Daimyojin-zu, supplemented with preceded examples and historical 
materials. In the old days, it was known that the landscape of Sumiyoshi Shrine was 
drawn on a folding screen, which placed symbolic motifs of pines and torii gates. 
However pines and torii gates are even drawn on Sumiyoshi Daimyojin-zu, there are 
other motifs such as two shrines and seashells. Such expressions indicate that not only 
for quoting ancient motifs but for association with the meaning of Waka, Yoyasamuki 
koromowausuki katasogino yukiainomani simoya okuran (Cold at night, my humble 
garment, there will be frosted between the Katasogi on the roof), believed to be sung 
by Sumiyoshi God in the 13th century.

In the second chapter, This article examined the foreword of Sumiyoshi 
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